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はじめに 
90 年代までの日本企業は高い競争力を持ち、欧米企業に追いつき、さらに一部の分野ではこれ



























（王 猛） 2 
エレクトロニクス産業だけではなく、他の産業においても、日本企業は破壊的イノベーション
に着手できず、国際競争力を急速に落としている。例えば、日本の造船産業における競争力の低























産業は、80 年代に世界市場を席巻し、80 年代の終わりには日本企業のシェアは 80％近くにまで
達した。しかし、日米半導体協定の継続、円高による日本半導体メーカーの競争力の低下、大き
な設備投資を含む新たな事業戦略の遅れから、日本半導体メーカーのシェアは 1988 年をピーク
に減少し始めた。特に PC や情報関連機器が大きな市場となった 1990 年代前半では MPU や周辺
（はじめに） 












































































































































第 5 章では、実証結果を提示する。本研究の仮説を実証するため、過去 3 年間に研究開発費を
計上している日本企業を対象として、アンケート調査を行う。日本の大手企業を調査することで、
大企業におけるデュアルイノベーションの実践程度とそのためのマネジメントの実際を測定する。
なお、調査対象企業は 2013 年から 2015 年まで 3 年間で研究開発費を投じている日本の上場企業
（東京証券取引所１部・２部・マザーズ、JASDAQ）並びに未上場有価証券報告書提出企業 2121
社を抽出した。これらの企業の売上高・営業収益の平均値は、1946 億円である。研究開発費の平
均値は約 68 億円（対売上高 3.5%）であり、設備投資額の平均値は約 120 億円（同 6.2%）であ
る。従業員の平均値は 4215 人である。アンケート送付企業の内、52 社が回答し、回答率は 2.5％
であった。回答した企業の売上高・営業収益の平均値は 1271 億円、研究開発費と設備投資金額の
平均値は 29 億円（対売上高 2.3%）、54 億円（同 4.2%）である。従業員の平均値は 3174 人であ
る。資本金については、52 社の内 1 社の資本金が 9000 万円であり、1 億円未満であるが、その
他の 51 社の資本金が 1 億円以上である。以上のとおり、本研究のアンケート対象及び回答企業の
（はじめに） 
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は、大企業と言って問題ないと考える。また、回収したデータについては、IBM 社の統計パッケ



































































7 章の第 2 節で詳細に説明する。 
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図表 1-1 日米企業の戦略志向の比較 






























実であるが、その中で、Amazon.com や Google といった企業が生き延び、大きく躍進していく
のである。 
だが、日本企業においても大きな環境変化にうまく適応することができた時期も存在する。具
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新興国市場は依然として急速な拡大を続けていた。発展途上国・新興国市場の、2009 年から 2014 
年にかけての市場拡大規模は目覚ましいものがあり、今後の成長フロンティアとして世界からの
注目を浴びている（図表 1-3）(林,p.16)。 
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場を席巻し、圧倒的な競争優位を有していた。ところが、グローバル化と情報化の進展が加速し
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した韓国メーカーや欧米の新興メーカーなどに比べて日本メーカーの設備投資は大きく、陳腐化
する設備の更新が思うに任せなかったのである。 
図表 1-5 半導体メーカー売上トップ 10 
ランク 1992 年 1995 年 2000 年 
１ Intel（米） Intel（米） Intel（米） 
２ NEC（日） NEC（日） 東芝（日） 
３ 東芝（日） 東芝（日） NEC（日） 
４ Motorola（米） 日立製作所（日） Samsung（韓） 
５ 日立製作所（日） Motorola（米） TI（米） 
６ TI（米） Samsung（韓） STMicro（欧） 
７ 富士通（日） TI（米） Motorola（米） 
８ 三菱（日） 富士通（日） 日立製作所（日） 
９ Philips（欧） 三菱電機（日） Infenion（欧） 
１０ 松下電子工業（日） Hyndai（韓） Micron（米） 
（出典:『IC ガイドブック（2006）より作成） 
そして 2000 年のランキングでは、日本企業としては、東芝、NEC、日立製作所の 3 社だけが
残るに至った。DRAM では韓国、台湾等の半導体メーカーの成長も始まりさらに日本の半導体シ
ェアの下落に拍車をかける形となり、1988 年のピーク時には世界の 52％に達した日本半導体生
産シェアは、1993 年には 40％、さらに 1999 年には 28％にまで減少した。DRAM に集中化した
Samsung や新興のメモリーメーカーである米国 Micron、スイス STMicro の躍進が大きい。一方
業界トップには 1990 年代を通し Intel が君臨し、また DSP、MCU 等で業績を確保した TI が徐々
に業績を伸ばした。 
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示すれば、ルネサスの 2011年 10〜12月期のシステムLSI事業7の売り上げ高は前年同期比 29.8％





る。90 年代の DRAM の主要用途は、大型コンピュータからパーソナルコンピュータ（PC）へ移
ったが、日本の半導体企業は、DRAM 製品の使用期間を十年以上保証できるということを製品の
強みとし、生産技術を高めていった。確かに、高品質の DRAM 製品を顧客に提供することは間違
いではない。しかし、90 年代からの DRAM の主要用途がパソコンに変わり、パソコンは 3～4 四
年で買い替えられるため、5 年後の不良率が高くても問題にならない（榊原,2005,pp.169-172）。
（第 1 章） 




DRAM 業界の国際競争力を高めている。米国や韓国及び中国の企業は 90 年代から DRAM の主
要用途の変化を読み取り、製品の品質よりコストの削減を重視した。韓国メーカーや米国メーカ
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 日本 韓国、台湾 
最優先事項 





























し、経営環境の変化への対応が遅れたため、2007 年には、それまで 7 年連続トップシェアを占め
ていたシャープが首位から転落し、京セラや旧三洋電機、三菱電機などの日本企業も軒並みシェ
アを落とした（藤本,2013,p.64）。また、図表 1-8 は 2005 年、2007 年、2012 年の太陽電池セル
生産量の地域別シェアの推移である。2005 年、日本の太陽電池セル生産量はトップであったが、
2007 年には 25％までに減少し、2012 年にはわずか 6%にまで落ち込んでいる。 
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図表 1-9 各国の船種別受注量シェア8 
 
（出典：造船産業競争戦略会議資料, 2003）  
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た消費者、ユーザーがいる」2007 年の平均値が 3.9 であったが、2013 年の平均値では 3.6 までに
減少していた。質問項目「消費者の好みの変化が激しい」については、2007 年の平均値が 2.9 で
あったが、2013 年の平均値が 2.7 になった。従って、企業側はユーザーやニーズを絞り込んで対
（第 1 章） 
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応した可能性がある。また、「ユーザーが開発したり、カスタマイズするための情報やツールは簡
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図表 1-11 トレンド係数が有意である項目の一部 







































































る。BRICS や VISTA など新興市場が立ち上がり、地域ニーズへの細かな対応、新興市場に合
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図表 1-12 イノベーションで重視する戦略目標 
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10-01 閲覧) 。 
2内閣府経済社会総合研究所の「1970 年代以降の日本経済の動向と重要なトピックス」を参照
し、70 年代から 90 年代まで日本経済の動向に関するデータを提示した。 
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7 システム LSI は、デジタル家電や自動車など様々な製品に使われる半導体である（白石
他,2012,p.11）。 
8 2002 年に建造した 100 総トン以上の船舶を対象として統計した。船種の下に示す（千円／
CGT）は、平成 14 年度に我が国造船所で受注した 2,500 総トン以上の船舶における船価の平均
値である。また、グラフの数字が市場シェアを表している。 
（第 2 章） 























（第 2 章） 

























（第 2 章） 

























（第 2 章） 

























（第 2 章） 


























（第 2 章） 




























（第 2 章） 
（王 猛） 46 
る形で破壊的イノベーションが生じるという意味で、サイドウェイで行われるものと認識
されている。 
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図表 2-3 既存のイノベーションの分類表 
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資源の状態を前提に市場を選択してしまうためである(Hannan and Freeman,1977)。 
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の構成要素となるからである(Anderson and Weitz 1992)。また、Anderson and Weitz(1992)は、
信頼が継続取引(反復購買)意図の構成要素となることを指摘している。さらに、顧客の満足はサー
ビス・クオリティ(Cronin and Tay16r 1992)や評判(Webster 1991)によって形成される（冨
田,2005,p.30）。 
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トを控えて、格安のデジタルカメラの販売を始めた。図表 2-12 は 2008 年から 2010 年までデジ
タルカメラの価格帯推移の図表である。図表 2-12 に占めした通り、当時の主流製品の価格は緑と
黄色い部分２～３万円の価格であった。しかし、2009 年 4 月から 1 万円未満の青い部分があっ
た。時間の経つに伴い、青い部分の領域を拡大している。 




LED 電球である。当時、アイリスオーヤマ社の LED 電球は新しい素材の利用により、生産コス





（第 2 章） 





















（第 2 章） 
（王 猛） 86 

















（第 2 章） 


























（第 2 章） 





2005 年、Kim and Mauborgne はブルー・オーシャン戦略を提出した。10 年を経て 2015 年、
Kim and Mauborgne はこの 10 年間で市場変化の状況を加えて、新しい事例研究の追加に基づ
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ただし、コストを下げるだけで新規市場の創造が不可能であり、価格競争に陥る危険性が高
い。同業他社の価格に対抗するのではなく、非顧客層が現在利用している代用品や代替手段を意
識した値付けをすることによって新たな市場を創造する。(Kim and Mauborgne,2015,pp.49-50) 
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の手段で満たせているか、さもなければすっかり見過ごされている。③「Unexplored」市場から
距離のある未開拓の層：この層は通常、業界の全社から見過ごされ、ターゲットとも、潜在的な
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に創業して、2010 年 8 月 16 日に話題の製品「小米スマートフォン」を市場に出した。「小米スマ
ートフォン」は同時スマートフォン業界で、機能性やデザイン性などは他の製品と比べて抜群で
あったが、価格は iPhone の半分しかなってなかった。「小米スマートフォン」の顧客ターゲット
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る。PEST 分析方法とは 4 つの要素の頭文字を取って名付けられた分析手法であり、P=Politics
（政治面）、E=Economy（経済面）、S=Society（社会・ライフスタイル面）、T=Technology（技術
面）という 4 つの分野にマクロ環境を分割して、自社が受ける影響を分析していく手法である。 
まず、政治法律面環境について述べる。2007 年中国最高政府である国務院は、通信業界の制限
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合しない。しかし、ソニーのウォークマン、任天堂の Wii と DS シリーズ、アップルの iPod のよ
うな製品を考察すれば、大企業は新価値創造型破壊的イノベーションへの促進が可能であると言
えるであろう。 
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任天堂は、2004 年に任天堂 DS を発売し、2006 年に Wii を市場に投入したところ、2008 年年














もう一つの事例としては、任天堂の Ds である。DS シリーズもゲーム機で時間をつぶすという
通常の考え方から、脳のトレーニング、料理のレシピなど昔はなかった新しい価値を加えて、新
しい機能をゲーム機に入れた。結果的には、料理する主婦や脳老化を防ぐ年寄などの新しい顧客
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4 110フィルムは 135 フィルムの 1/4 の画面の面積であったが、カートリッジ入りのため光カブ
リの心配があまりなかった。 
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「データーディスクマン」2を開発したが、書籍のコンテンツや操作の利便性や液晶の質などの原
























の背景において、パナソニックは 1987 年から中国の進出が始まった。(山口他,2009) 
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まず、重要な仮説に対して、生活研究所は 2 年間に 1 回の大規模な調査を行う。調査は成都、
西安、長沙、厦門、北京、上海と広州で行う。概ね 700 件ぐらいがある。そして、研究所の所員
は個別な仮説に対して、デジカメや巻き尺などを持って、年間 400 件の家庭を直接に訪問し、顧
（第 3 章） 
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客の行動を観察する。家庭内で家電製品がどんな使われ方をしているのか、どこに問題があるの
かを導きだし、それを製品企画に生かしている。さらに、年間 20 回 140 人を対象にしたグルー








ンタビュー調査の内容により、全体的なプロセスを図表 3-3 に示した通である。 
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図表 3-3 中国生活研究所製品開発プロセス 
（伊藤のインタビュー調査内容により、筆者作成） 
これから、中国生活研究所の具体的な調査プロセスを説明する。①データの収集である。時系
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きる洗濯機の開発が始まった。上海交通大学と共同で「光 Ag 除菌技術」を開発して、洗濯機に
搭載した。 
結果は、パナソニックは洗濯機の価格を下げずに、2007 年 9 月から 2008 年までパナソニッ





















（第 3 章） 





あった。60 ㎝最小幅の冷蔵庫は調査した家庭の 3 割に置けなかったが、冷蔵庫の最小幅を 55cm
にすれば、調査したすべての家庭に冷蔵庫が置けることがわかった。生活研究所が発見した潜在
化されているニーズに基づき、冷蔵庫は 230 リットルとしながら、55cm 幅のスリム冷蔵庫を開
発した。販売の実績から見れば、2007 年 8 月に発売したところ、210～230 リットルの冷蔵庫の
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支えする中国生活研究センターとは」,2008 年 12 月 24 日更新, 
http://ascii.jp/elem/000/000/199/199808/index-2.html,2016-08-19 閲覧 
4 インタビュー調査の実施者は筆者の論文指導教授伊藤善夫先生である。2016 年 8 月 15 日社上
海でインタビュー調査を行った。本研究は、伊藤善夫先生のインタビュー調査結果に基づき、顧
客の行動観察の重要性を検討していた。 
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め、第三者に対し自分の研究仮説を分かりやすく伝えることができる(豊田, 2007 : p.2)。本研究に
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図表 4-2: 「持続的イノベーションの志向性」の測定変数 
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図表 4-3 : 「新市場型破壊的イノベーション志向性」の測定変数 
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図表 4-4 : 「新価値創造型破壊的イノベーション志向性」の測定変数 
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図表 4-5: 「顧客の行動観察の重視」の測定変数 





























き て い な い 
完全に達成し






質問紙を利用し、企業に対する調査を行った。2013 年から 2015 年までの 3 年間で研究開発費を
計上した、上場企業（東京証券取引所、JASDAQ）並びに未上場有価証券報告書提出企業に質問
紙を送付し、データを収集した（質問紙法、回答企業 52 社、回答率 2.5％、有効回答 52 社）。有
効回答の企業の産業分類は図表 4-6 のようになる。なお、企業名は、公開できない。 
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図表 4-6 : アンケートの回答者数 
産業分類 社数 
食品 2 社 
化学 1 社 
医薬品 2 社 
機械 8 社 
電気機器 7 社 
精密機器 3 社 
自動車(自動車部品を含む) 1 社 
その他の製造 2 社 
建設 5 社 
商社 5 社 
小売業 1 社 
サービス 2 社 
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値 4.80 で、標準偏差が 0.904 である。平均値からみると、設備投資する時、製品・サービスの性
能・機能の高度化を重視していると回答した企業がやや多い傾向が見られる。製品・サービスの
「完成度向上の重視」程度は、平均値 4.88 で、標準偏差が 0.816 である。平均値からみると、製
品・サービスの完成度の向上を重視していると回答した企業はやや多い傾向が見られる。「製品・
サービスの完成程度（他社と比較）」は、平均値 4.43 で、標準偏差が 0.700 である。平均値から
みると、競合他社と比べて、製品・サービスの完成程度が高いと回答した企業がやや多い傾向が
見られる。 
図表 4-8: 「持続的イノベーション志向性」の測定変数の記述統計量 
項目 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
性能・機能高度化の重視（設備開
発投資） 
50 2 6 4.80 .904 
製品・サービス完成度の重視 51 3 6 4.88 .816 
製品・サービスの完成度（他社と
比べる） 
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ではないと推測している。「製品の使い勝手の向上の重視」は、平均値 4.51 で、標準偏差が 1.007
である。平均値からみると、製品の使い勝手の向上を重視していると回答した企業がやや多い傾
向が見られる。「製品の使い勝手の向上の実現」は、平均値 4.37 で、標準偏差が 0.692 である。
平均値からみると、製品の使い勝手を実際に向上していると回答した企業がやや多い傾向が見ら
れる。 
図表 4-9 : 「新市場型破壊的イノベーション志向性」の測定変数の記述統計量 
項目 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
従来顧客と見なされていなかった
新 顧 客 の 重 視 
52 3 6 4.60 .913 
従来顧客と見なされていなかった
新 顧 客 の 発 見 
52 2 6 3.75 .905 
製品の使い勝手の向上の重視 51 2 6 4.51 1.007 




育の重視」は、平均値 4.50 で、標準偏差が 1.000 である。平均値からみると、顧客教育を重視 4.02
で、標準偏差が 1.019 である。平均値からみると、顧客教育活動を実際に行う程度が高いと回答
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図表 4-10: 「新価値創造型破壊的イノベーション志向性」の測定変数の記述統計量 
項目 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
顧 客 教 育 の 重 視 52 1 6 4.50 1.000 
顧 客 教 育 の 実 施 52 1 6 4.02 1.019 









ころと推測している。「顧客の利用目的の重視」は、平均値 4.53 で、標準偏差が 0.644 である。
平均値からみると、顧客の利用目的を重視ていると回答した企業がやや多い傾向が見られる。 
図表 4-11 : 「顧客の行動観察の重視」の測定変数の記述統計量 
項目 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
顧 客 の 課 題 の 重 視 52 3 6 4.88 .758 
顧 客 の 利 用 環 境 の 重 視 49 1 6 3.73 1.335 
顧 客 の 利 用 目 的 の 重 視 51 3 6 4.53 .644 
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第5章 実証結果の提示 
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値は 0.50 を下回っていれば再考が必要と指摘している。また、Gliem  and  Gliem(2003,p.87)
によれば、Cronbach’s alpha は、信頼性指標であり、図表 5-1 に示したように、0 から 1 までの
値で表現される(一般的に 0.7 以上であれば、変数における信頼性があると判断できる。0.6 以上
の値においては、信頼性が高いと判断されないが、分析可能なものとしてみることができる。ま
た、0.5 以上の数値であれば、比較的に信頼性が低い。0.5 未満の数値は、信頼されないレベルで
ある。すなわち、信頼性の値は 0 から 1 の間で、値が高ければ高いほど信頼性が高い。信頼性の
値は 0.5 以下であれば、信頼性がないと判断する。 
図表 5-1 : 信頼性指標の数値と評価 
Cronbach's alpha 信頼性 
0.9 ≦ α Excellent (High-Stakes testing) 
0.7 ≦ α < 0.9 Good (Low-Stakes testing) 
0.6 ≦ α < 0.7 Acceptable 
0.5 ≦ α < 0.6 Poor 
α < 0.5 Unacceptable 
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図表 5-2 : 信頼性統計量 
 項目数 有効数 信頼性
係数 
判定 
持続的イノベーション志向性 3 50 .602 Acceptable 
新価値創造型破壊的イノベーション志向性 3 49 .707 Good 
新市場型破壊的イノベーション志向性 4 51 .715 Good 
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適合度指標 CFI（Comparative Fit Index：比較適合度指標）とは、CMIN のようにデータ件数
の影響を受けない指標で、一般的に 0.9 以上であれば「説明力のある（＝データとあてはまって
いる）パス図である」と判断する。 
RMSEA（Root Mean Square Error of Approximation）は、最近頻繁に利用されている指標で














図表 5-3 に示したどおり、「顧客の行動観察の重視程度」の平均値-0.04324 で、標準偏差 0.33641
の結果となる。この顧客の行動観察の重視程度が-0.04324 より大きいグループを「顧客の行動観
察を重視しているグループ」（サンプル 52 社のうち 24 社）として分析し、この顧客の行動観察の
重視程度が-0.04324 より小さいグループを「顧客の行動観察を重視しないグループ」（サンプル
52 社のうち 28 社）として分析を行う。 
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図表 5-3「顧客の行動観察の重視程度」の記述統計 
 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 








ーションの志向性を分析するンケート結果を元に、IBM 社の AMOS によって、有意確率、CFI と
RMSEA 三つの適合度指標が以下のような図表 5-4 で示される。 
図表 5-4 :各適合度指標一覧表（二） 
指標名 χ2 CFI RMSEA 
計算結果 .056 .839 .076 
基準値 ＞0.05 ＞0.9 ＜0.1 
判定 ○ × ○ 





（第 5 章） 










図表 5-5: モデルの実証結果 
（顧客の行動観察を重視しているグループ） 
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.828 .371 2.231 .026 
新価値創造型破壊的イノベーション志向性←持続的イノベ
ーション志向性 
.623 .373 1.670 .095 
性能・機能高度化の重視（設備開発投資）←持続的イノベー
ション志向性 
.959 .356 2.691 .007 
完成度向上の重視←持続的イノベーション志向性 .990 .306 3.235 .001 
製品・サービスの完成度（競合他社と比べる）←持続的イノ
ベーション志向性 
1.000    
従来顧客と見なされていなかった新顧客の重視←新市場型
破壊的イノベーション 
1.192 .553 2.155 .031 
従来顧客と見なされていなかった新顧客の発見←新市場型
破壊的イノベーション 
1.000    
製品の使い勝手の向上の重視←新市場型破壊的イノベーシ
ョン 
1.712 .658 2.600 .009 
製品の使い勝手の向上の実現←新市場型破壊的イノベーシ
ョン 
1.366 .514 2.658 .008 
顧客教育の重視←新価値創造型破壊的イノベーション 1.367 .475 2.879 .004 
顧客教育の実施←新価値創造型破壊的イノベーション 1.518 .528 2.873 .004 
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(図表 6-6)と各適合度指標（図表 5-8）を下に示す。 
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-1.146 2.283 -.502 .615 
新価値創造型破壊的イノベーション志向性←持続的イノベ
ーション志向性 
-.698 1.842 -.379 .705 
性能・機能高度化の重視（設備開発投資）←持続的イノベー
ション志向性 
3.798 6.216 .611 .541 
完成度向上の重視←持続的イノベーション志向性 8.829 13.729 .643 .520 
製品・サービスの完成度（競合他社と比べる）←持続的イノ
ベーション志向性 
1.000    
従来顧客と見なされていなかった新顧客の重視←新市場型
破壊的イノベーション 
-2.496 3.288 -.759 .448 
従来顧客と見なされていなかった新顧客の発見←新市場型
破壊的イノベーション 
1.000    
製品の使い勝手の向上の重視←新市場型破壊的イノベーシ
ョン 
-7.024 8.921 -.787 .431 
製品の使い勝手の向上の実現←新市場型破壊的イノベーシ
ョン 
-2.436 3.128 -.779 .436 
顧客教育の重視←新価値創造型破壊的イノベーション -5.392 11.360 -.475 .635 
顧客教育の実施←新価値創造型破壊的イノベーション -2.596 5.263 -.493 .622 
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((Ⅱ-19-1－Ⅱ-19-1 平均値)×Ⅱ-19-1 因子得点ウェイト係数)+((Ⅲ-3-1－Ⅲ-3-1 平均値)×Ⅲ-3-1
因子得点ウェイト係数)+((Ⅲ-3-2－Ⅲ-3-2 平均値)×Ⅲ-3-2 因子得点ウェイト係数) 
上の手順で得ら結果は「持続的イノベーション志向性」である。図表 5-9 に示したどおり、「持
続的イノベーション志向性」の平均値 0.0107 で、標準偏差 0.32949 の結果となる。持続的イノベ
ーション志向性が 0.0107 より大きいグループを「持続的イノベーション志向性高いグループ」
（サンプル 50 社のうち 23 社）として分析し、持続的イノベーション志向性が 0.0107 より小さ
いグループを「持続的イノベーション志向性低いグループ」（サンプル 50 社のうち 27 社）として
分析を行う。 
図表 5-9「持続的イノベーション志向性」の記述統計 
 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
持続的イノベーション志向性 50 -.67 .60 .0107 .32949 
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((Ⅱ-11-1－Ⅱ-11-1 平均値)×Ⅱ-11-1 因子得点ウェイト係数)+((Ⅱ-11-2－Ⅱ-11-2 平均値)×Ⅱ-
11-2 因子得点ウェイト係数)+((Ⅲ-4-1－Ⅲ-4-1 平均値)×Ⅲ-4-1)+((Ⅲ-4-2－Ⅲ-4-2 平均値)×Ⅲ-4-2
因子得点ウェイト係数) 
上の手順で得ら結果は「新市場型破壊的イノベーション志向性」である。図表 5-10 に示したど
おり、「新市場型破壊的イノベーション志向性」の平均値 0.0009 で、標準偏差 0.55984 の結果と
なる。新市場型破壊的イノベーション志向性が 0.0009 より大きいグループを「新市場型破壊的イ
ノベーション志向性高いグループ」（サンプル 51 社のうち 23 社）として分析し、この新市場型破
壊的イノベーション志向性が 0.0009 より小さいグループを「新市場型破壊的イノベーション志向
性低いグループ」（サンプル 51 社のうち 28 社）として分析を行う。 
図表 5-10「新市場型破壊的イノベーション志向性」の記述統計 
 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
新市場型破壊的イノベーション志向性 51 -1.37 1.21 .0009 .55984 
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((Ⅱ-12-1－Ⅱ-12-1 平均値)×Ⅱ-12-1 因子得点ウェイト係数)+((Ⅱ-12-2－Ⅱ-12-2 平均値)×Ⅱ-




「新価値創造型破壊的イノベーション志向性高いグループ」（サンプル 49 社のうち 25 社）とし
て分析し、この新価値創造型破壊的イノベーション志向性が-0.5785 より小さいグループを「新価
値創造型破壊的イノベーション志向性低いグループ」（サンプル 49 社のうち 24 社）として分析
を行う。 
図表 5-11「新価値創造型破壊的イノベーション志向性」の記述統計 
 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
新価値創造型破壊的イノベーション志向性 49 -2.83 .79 -.5785 .72238 
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((Ⅲ-18-1－Ⅲ-18-1 平均値)×Ⅲ-18-1 因子得点ウェイト係数)+((Ⅲ-19-1－Ⅲ-19-1 平均値)×Ⅲ-
19-1 因子得点ウェイト係数)+((Ⅲ-19-2－Ⅲ-19-2 平均値)×Ⅲ-19-2 因子得点ウェイト係数) 
上の手順で得ら結果は「ローエンド型破壊的イノベーション志向性」である。図表 5-12 に示し
たどおり、「ローエンド型破壊的イノベーション志向性」の平均値 0.0434 で、標準偏差 0.80547
の結果となる。このローエンド型破壊的イノベーション志向性が 0.0434 より大きいグループを
「ローエンド型破壊的イノベーション志向性高いグループ」（サンプル 50 社のうち 21 社）とし
て分析し、このローエンド型破壊的イノベーション志向性が 0.0434 より小さいグループを「ロー
エンド型破壊的イノベーション志向性低いグループ」（サンプル 52 社のうち 29 社）として分析
を行う。 
図表 5-12「ローエンド型破壊的イノベーション志向性」の記述統計 
 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
ローエンド型破壊的イノベーション志向性 50 -1.50 1.83 .0434 .80547 
回答した企業は各種類のイノベーションの志向性の分布を統計した（イノベーション志向性が
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不明確である企業は、統計の対象にならない）。結果は図表 5-13 に示したどおりである。 













○ ○ ○ ○ 4 社 
○ ○ ○ × 5 社 
○ × ○ ○ 0 社 
○ ○ × ○ 2 社 
○ ○ × × 3 社 
○ × ○ × 1 社 
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図表 5-14 新価値創造型破壊的イノベーションと多角化戦略の相関係数 
  a b ｃ ｄ 
a 
Pearsonの相関係数 1       
有意確率（両側）         
N 22       
b 
Pearsonの相関係数 0.919※※ 1     
有意確率（両側） 0.000       
N 22 23     
c 
Pearsonの相関係数 0.919※※ 0.927※※ 1   
有意確率（両側） 0.000 0.000     
N 21 22 22   
d 
Pearsonの相関係数 0.521※ 0.529※ 0.505※ 1 
有意確率（両側） 0.015 0.011 0.019   
N 21 22 21 22 
※※.相関係数は１％で有意（両側）である。 
※.    相関係数は５％で有意（両側）である。 
※アルファベット : a=多角化に資する製品・サービス開発（研究開発活動）, b=多角化に資する
製品・サービス開発（設備投資）,c=多角化の推進,d=新価値創造型破壊的イノベーション志向性 
最後、本研究の観測変数間の相関係数は、図表 5-15 の示した通りである。 
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図表 5-15 因子間相関分析 
（出典:筆者作成） 
※各記号は、次にそれぞれ(アルファベット、数字、色)当てはまる。 
アルファベット : a=性能・機能高度化の重視（設備開発投資）, b=完成度向上の重視, c=製品・サ
ービスの完成度, d=従来顧客と見なされていなかった新顧客の重視, e=従来顧客と見なされてい
なかった新顧客の発見, f=製品の使い勝手の向上の重視, g=製品の使い勝手の向上の実現, h=顧客
教育の重視, i=顧客教育の実施, j=画期的な製品の開発, k=最低価格ラインの開発意欲, l=機能制限
廉価製品・サービスの重視, m=機能制限廉価製品・サービスの開発, n=顧客の課題の重視, o=顧客
の利用環境の重視, p=顧客利用目的の重視 
数字 : 1＝Pearson の相関係数, 2=有意確率 (両側), 3=度数 
色 : 変数毎区別 
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 持続的イノベーション  新市場型破壊的イノベーション 
 新価値創造型破壊的イノベーション  ローエンド型破壊的イノベーショ
ン 
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と周辺の製品をつなげるため、ソフトウェア iTunes の開発に着手し始まった。iTunes を経由し
て、音楽のダウンロード単価が圧倒的に安くなった。iTunes において 1 曲 99 セントという価格





製品 iPod を市場に投入した。iPod はハードディスク技術を採用して音楽を大量に保存できると
いう新機能の追加により大成功を収めたわけではなく、これまでのデジタル製品と一線を画した
シンプルなデザインをした。実は、iPod を開発する前に、大量保存できるプレイヤーもすでに存




すか、プレイヤーに保存するかという方法であった。iPod と iTunes の出現により、ネットで音
楽を視聴して、好きな曲をクリックすれば、簡単かつ安価で購入できることを実現した。つまり、
以前のウォークマンと同じように、iPod と iTunes は音楽の楽しむ方式を変えたのであり、革新
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的なコンセプトで差別化したのである。iPod の販売により、ネットで音楽をダウンロードするニ
ーズが増えている。アップル社にとって、iPod 本体の収入だけではなく、ダウンロードにより音
楽の販売も収入元になる。つまり、iPod と iTunes の単独収益より、更なるのシナジー効果があ
った。iPod と iTunes の普及により、アップル社のブランド力が高まる。そうしたら、関連製品
iMac 及び以降の iPhone、iPad の競争力は高くなる。もう一つ大切なポイントは、iPod と iTunes















（第 6 章） 
（王 猛） 159 















（第 6 章） 














成概念の定義及び測定変数の提示が必要である。しかし、第 4 章の第 2 節と第 5 章の第 1 節で持
続的イノベーション志向性、新市場型破壊的イノベーション志向性と新価値創造型破壊的イノベ
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図表 6-3 : 「ローエンド型破壊的イノベーション志向性」の測定変数 





































である。「最低価格ラインの開発意欲」は、平均値 3.42 で、標準偏差が 1.372 である。平均値か
らみると、最低価格ラインの開発意欲が高いと回答した企業はやや多い傾向が見られる。しかし、
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今回のアンケートは 6 段階の選択肢を設定し、平均値は 3 である。最低価格ラインの開発意欲の
平均値は 3 より少し高いが、開発意欲が非常に高いと見られない。「機能制限廉価製品・サービス
開発の重視」は、平均値 3.19 で、標準偏差が 1.237 である。平均値からみると、機能制限廉価製
品・サービスの開発を重視していると回答した企業がやや多い傾向が見られる。「機能制限廉価製






図表 6-4: 「ローエンド型破壊的イノベーション志向性」の測定変数の記述統計量 
項目 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
最低価格ラインの開発意欲 50 1 6 3.42 1.372 
機能制限廉価製品・サービスの重視 52 1 6 3.19 1.237 
機能制限廉価製品・サービスの開発 52 1 5 2.98 1.163 
持続的イノベーションの志向性と新市場型破壊的イノベーションの志向性、新価値創造型破壊
的イノベーションの志向性、ローエンド型破壊的イノベーションの志向性の関係の分析結果は図
表 6-5 図表 6-5 図表 6-5 に示した通りである。アンケート結果を元に、IBM 社の AMOS によっ
て、有意確率、CFI と RMSEA 三つの適合度指標が以下のような図表 6-5 で示される。 
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図表 6-5:各適合度指標の一覧表 
指標名 χ2 CFI RMSEA 
計算結果 .008 .869 0.097 
基準値 ＞0.05 ＞0.9 ＜0.1 
判定 × × ○ 





帰無仮説が棄却され、仮説の設定が正しいとは言えない。CFI の値は 0.869 であり、基準の 0.9








モデルの実証結果に関しては、図表 6-6 に示されている。 
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図表 6-6 :モデルの実証結果 
 
（出典:筆者作成） 
モデルの推定値に関して、図表 6-7 に示されている。 










.363 .266 1.364 .173 
新価値創造型破壊的イノベーション志向性←持続的イノベ
ーション志向性 
.718 .278 2.580 .010 
新市場型破壊的イノベーション志向性←持続的イノベーシ
ョン志向性 
1.425 .330 4.323 *** 
性能・機能高度化の重視（設備開発投資）←持続的イノベー
ション志向性 
1.000   . 
完成度向上の重視←持続的イノベーション志向性 1.008 .301 3.350 *** 
製品・サービスの完成度（競合他社と比べる）←持続的イノ
ベーション志向性 
.745 .206 3.616 *** 
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最低価格ラインの開発意欲←ローエンド型破壊的イノベー
ション 
1.000    
機能制限廉価製品・サービスの重視←ローエンド型破壊的
イノベーション 
1.406 .303 4.636 *** 
機能制限廉価製品・サービスの開発←ローエンド型破壊的
イノベーション 
1.196 .250 4.781 *** 
顧客教育の重視←新価値創造型破壊的イノベーション 1.000    
顧客教育の実施←新価値創造型破壊的イノベーション 1.218 .304 4.012 *** 
画期的製品の開発←新価値創造型破壊的イノベーション .610 .259 2.357 .018 
従来顧客と見なされていなかった新顧客の重視←新市場型
破壊的イノベーション 
.667 .162 4.128 *** 
従来顧客と見なされていなかった新顧客の発見←新市場型
破壊的イノベーション 
.389 .166 2.346 .019 
製品の使い勝手の向上の重視←新市場型破壊的イノベーシ
ョン 
1.000    
製品の使い勝手の向上の実現←新市場型破壊的イノベーシ
ョン 
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は図表 6-9 に示した通りである。 
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る。第 1 節では、NLT テクノロジー株式会社の沿革及び事業概要について述べる。NLT テクノロ
ジーは NEC から独立した会社である。国内市場の激しい競争から脱出するために、中国の有力
企業天馬グループと提携して、新市場型破壊的イノベーションを促進しながら、新興国市場に進










 NLT テクノロジー株式会社について 
NLT テクノロジー株式会社は 2003 年 4 月 1 日に日本電気株式会社から独立して設立された企
業である。NLT テクノロジーの母体である日本電気株式会社の液晶ディスプレイ事業は、70 年代
から中央研究所内で開発が進められて日本電気株式会社のパソコンの表示装置として、80 年代最
後から大きく発展していた。（牛嶋,2013,p.21）NLT テクノロジー株式会社は 1989 年 3 月に日本
電気株式会社カラー液晶推進開発本部から発足した。当時、ラップトップ型 PC やノート型 PC と
いう日本初の製品によって、フラットディスプレイの必要性を世の中に再認識された。特に日本
電気株式会社の「カラーTFT 液晶」は高い評価を受けた。1990 年には、NLT テクノロジー鹿児
島工場でカラー液晶ディスプレイ（LCD）製造ラインを稼働させた。1992 年に日本電気株式会社
カラー液晶事業部になった。1993 年には LCD 第二製造ラインも稼働し増産体制を敷き、世界初
の量産型カラー液晶工場となった。さらに、プラズマディスプレイパネル（PDP）の需要増加を
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態（例えば石鹸水など）である。1963 年に RCA 社のウィリアムズは、液晶に電気的な刺激を与





それは現在の LCD 材料の基礎となった1。液晶ディスプレイの構造は図表 7-1 に示した通りであ
る。 
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る TFT のマーケット変化は図表 7-2 に占めした通りである。2000 年に入ってから、日本企業の
出荷率はずっと減っている。一方、韓国企業と台湾企業の TFT の出荷率は上がっていた。2004 年
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表 7-4 は中国のテレビ業界では LED の割合が大きくなっていることを示している。つまり、中
国の液晶テレビ市場は魅力があるので、NLT テクノロジーは新しい市場を探せば、中国市場を無
視できない。 
図表 7-3 : 中国テレビの普及率 
 
(出典：「液晶显示行业研究报告」,2010,p.42)  
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図表 7-6 携帯電話世界市場予測 
 
（出典：「需給動向レポート」,2014,みずほ銀行） 
図表 7-7 : スマートフォン地域比率（台数ベース）
 
（出典：「需給動向レポート」,2014,みずほ銀行） 
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の顧客は二つのメガネをかける必要がある。顧客の行動観察により潜在化されているニーズメガ
ネをかけずに 3D を楽しめるニーズを把握した。そして、NLT テクノロジーは高機能化・多機能
化の液晶製品を求めながら、新しい価値を創造して専用メガネ無しで高精細な 3D 表示を実現し
た。NLT テクノロジーは画面配列の常識を変えて、裸眼で 2D 表示をベースに 3D 表示を可能に
する。図表 7-9 はメガネをかけずに 3D を見る原理である。従来の 3D 方式の画素形状は正方形
で、RGB のサブピクセルは縦ストライブに配列されている。NLT テクノロジーの技術開発者は
ストライブの配列常識を変えて、RGB のサブピクセルを横ストライプに配列した。さらに、3D
表示時の解像度を保つために、各画素を縦に 2 分割することで、水平方向の画素密度を従来の 2
倍にしている。結果的には、2D 表示をベースに、強調したい部分だけ、あるいは強調したい時だ
け、3D 表示を行うことが可能となる。（NLT テクノロジーのホームページを参照した） 
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1 ハウス食品とヤクルト社の情報は 2015 年 10 月ハウス食品（上海）とヤクルト（上海）を訪
問し、インタビューした内容により修正した。 
                                                   
（終わりに） 








なお、調査対象企業は 2013 年から 2015 年まで 3 年間で研究開発費を投じている日本の上場企業
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 1 2 3 4 5 6  
A で あ る 
            

























































 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 説 明 し て い な い 
            十分に理解されるように、繰り
返 し 説 明 し て い る             
I－2 貴社のトップマネジメントは、貴社の全従業員を対象にしたスピーチや社内文書を通じて、貴社の経営理念の徹底をどの
程度求めていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
経営理念について述べる 
こ と は あ ま り な い 
            あらゆる活動において経営理
念 に 基 づ い て 行 動 す る 







     
I－3 貴社のトップマネジメントは、自らの意思決定の判断理由について、会議などの場を通じてどの程度説明していますか。 
 1 2 3 4 5 6  
判 断 理 由 を 説 明 す る 
こ と は あ ま り な い 
            あらゆる意思決定について、判
断 理 由 を 明 示 し て い る             
I－4 貴社のトップマネジメントが関わる人事異動の対象者はどの範囲ですか。トップが直接対象者と異動先を指定する人事異
動とトップが決裁のみをする人事異動に分けてお教えください。 
指 定 す る 人 事 異 動 1 2 3 4 5 6  
決裁のみをする人事異動 1 2 3 4 5 6  
執 行 役 員 の み 
            










      
I－5 貴社のトップマネジメントは、各事業部門の事業活動の内容（例えば、製品・サービスの価格決定や販売先など）につい
て、どの程度直接指示をしていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
ト ップマネジメン トが直接 
指 示 す る こ と は な い 
            あらゆる事業活動について、直
接 指 示 を し て い る             
I－6 貴社のトップマネジメントが直接決済する設備投資の金額は、幾らからですか。 
 1 2 3 4 5 6  
す べ て の 設 備 投 資 を 
直 接 決 済 し て い る 
 
          
 
１ 億 円 以 上 の 案 件 か ら 












 1 2 3 4 5 6  
ト ップマネジメン トが修正 
を 求 め る こ と は な い 
 
          
 
新規事業提案については、 
ト ップマネジメン トが必ず 








顧 客 情 報 1 2 3 4 5 6  
開 発 情 報 1 2 3 4 5 6  
詳 細 な 情 報 は あ ま り 
把 握 し て い な い 
 
          
 
詳 細 情 報 を す べ て 
把 握 し て い る     
II 貴社の事業展開についてお教えください。 
II－1 貴社は、貴社の 10 年程度将来の事業展開について、どの程度社内外に発信しておられますか。会社内、会社外に分けて
お教えください。 
会 社 内 1 2 3 4 5 6  
会 社 外 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 発 信 し て い な い  
          
 
将 来 事 業 展 開 の 詳 細 
（事業の内容や目標とする売上
規 模 、 将 来 計 画 な ど ） 
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II－2 貴社は、貴社の 10 年程度将来の事業展開について、どの程度現在準備を始めていますか。事業計画、製品・サービス開
発、市場開発に分けてお教えください。 
事 業 計 画 1 2 3 4 5 6  
製 品 ・ サ ー ビ ス 開 発 1 2 3 4 5 6  
市 場 開 発 1 2 3 4 5 6  
まったく計画されていない  










 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 重 視 し て い な い 
            
最 も 重 視 し て い る 
            
II－4 貴社は、競合他社との競争において、次の項目をどの程度重視していますか。 
他 社 と の 差 別 化 1 2 3 4 5 6  
他 社 よ り も 低 い コ ス ト 1 2 3 4 5 6  
特 定 顧 客 へ の 特 化 し た 
製 品 ・ サ ー ビ ス の 提 供 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 重 視 し て い な い             最 も 重 視 し て い る 
II－5 貴社は、貴社の成長を実現するために、次の項目をどの程度重視していますか。 
市 場 で の シ ェ ア 拡 大 1 2 3 4 5 6  
新製品 ・ サービ ス の開発 1 2 3 4 5 6  
新 た な 顧 客 の 開 拓 1 2 3 4 5 6  
多 角 化 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 重 視 し て い な い             最 も 重 視 し て い る 
II－6 新事業の開発を決定する際、次の項目はどの程度の影響を及ぼしますか。 
予 想 さ れ る 市 場 シ ェ ア 1 2 3 4 5 6  
市 場 の 将 来 的 な 規 模 1 2 3 4 5 6  
競 合 他 社 の 数 1 2 3 4 5 6  
あまり影響しないと考えている  
          
 
最 も 大 き な 影 響 を 
及 ぼ す と 考 え て い る       
II－7 貴社の最大売上高事業の売上高は、全売上高のどの程度を占めていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
1 0 ％ 未 満 
            












 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 重 視 し て い な い             最 も 重 視 し て い る 
II－9 貴社は、製品・サービスを開発する際に、多数の顧客の要望をどの程度重視しますか、また、実際に取り入れていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 重 視 し て い な い             最 も 重 視 し て い る 
 1 2 3 4 5 6  
全 く 取 り 入 れ て い な い             最 大 限 取 り 入 れ て い る 
II－10 貴社は、製品・サービスを開発する際に、少数の顧客の要望をどの程度重視しますか、また、実際に取り入れていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 重 視 し て い な い             最 も 重 視 し て い る 
 1 2 3 4 5 6  
全 く 取 り 入 れ て い な い             最 大 限 取 り 入 れ て い る 
II－11 貴社は、従来貴社の製品・サービスを購入していなかった新たな顧客の開拓をどの程度重視しますか、また、実際開拓で
きていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 重 視 し て い な い             最 も 重 視 し て い る 
 1 2 3 4 5 6  
開 拓 で き な か っ た             全 て 既 存 顧 客 に な っ た 
（付録） 
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II－12 貴社は、顧客に対して、貴社の製品・サービスを最大限活用してもらうための啓もう活動をどの程度重視しますか、また、
実際啓もう活動をどの程度実施していますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 重 視 し て い な い  
          
 
事 業 活 動 に お い て 最 も 
重 視 し て い る       
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 実 施 し て い な い  
          
 
極 め て 頻繁 に 顧客教育 
を 実 施 し て い る       
II－13 貴社の企業ブランドは、市場でどの程度の顧客が認知しているとお考えですか。 




          
 すべての顧客が認知している      
II－14 貴社の製品・サービスの広告宣伝活動では、次の事項をどの程度明確に強調していますか。 
性 能 や 機 能 1 2 3 4 5 6  
低 価 格 1 2 3 4 5 6  
特定性（特定用途・特定顧客） 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 強 調 し て い な い             明 確 に 強 調 し て い る 
II－15 貴社の企業ブランドは、市場で「卓越したブランド」としてどの程度認知されていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
卓越したブランドとしては 
あ ま り 認知さ れ て いな い 
 
          
 
極 め て 卓 越 し た ブ ラ ン 
ド と し て 認知 さ れ て い る     
II－16 貴社は、貴社の企業ブランドをどの程度製品・サービスの広告宣伝に用いていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
製品・サービスの広告宣伝には
用 い て い な い 
 
          
 常に企業ブランドを用いている 
     
II－17 貴社の既存事業においては、研究開発投資を決定する際、次の項目をどの程度明確に意識していますか。 
性 能 や 機 能 1 2 3 4 5 6  
コ ス ト 低 減 1 2 3 4 5 6  
特定性（特定用途・特定顧客） 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 強 調 し て い な い             明 確 に 強 調 し て い る 
II－18 貴社は、研究開発活動の目的として、次の項目をどの程度重視していますか。 
既存製品・サービス分野の強化 1 2 3 4 5 6  
新 顧 客 向 け 製 品 ・ 
サ ー ビ ス の 開 発 
1 2 3 4 5 6 
 
事業多角化に資する製品・ 
サ ー ビ ス 開 発 
1 2 3 4 5 6 
 
あ ま り 重 視 し て い な い             最 も 重 視 し て い る 
II－19 貴社は、既存事業分野における設備投資決定する際、次の項目をどの程度明確に意識していますか。 
性 能 や 機 能 の 高 度 化 1 2 3 4 5 6  
コ ス ト 低 減 1 2 3 4 5 6  
特定性（特定用途・特定顧客） 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 強 調 し て い な い             明 確 に 強 調 し て い る 
II－20 貴社は、設備投資の目的として、次の項目をどの程度重視していますか。 
既存製品・サービス分野の強化 1 2 3 4 5 6  
新 規 顧 客 向 け 製 品 ・ 
サ ー ビ ス の 開 発 
1 2 3 4 5 6 
 
事業多角化に資する製品・ 
サ ー ビ ス 開 発 
1 2 3 4 5 6 
 
あ ま り 重 視 し て い な い             最 も 重 視 し て い る 
II－21 貴社は、投資家に対して貴社の成長戦略を説明する際、次の項目をどの程度強調していますか。 
市 場 シ ェ ア の 獲 得 1 2 3 4 5 6  
新 製 品 ・ サ ー ビ ス 開 発 1 2 3 4 5 6  
新 た な 市 場 の 開 拓 1 2 3 4 5 6  
多 角 化 の 推 進 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 強 調 し て い な い             最 も 強 調 し て い る 
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II－22 貴社の収益源は、5年前に比べてどのように変化していますか。本体・本サービス、消耗品販売、金融サービス、配送サ
ービス、コンサルティングサービス、に分けて、利益全体に占める構成比率の変化の程度でお教えください。 
本 体 ・ 本 サ ー ビ ス 1 2 3 4 5 6  
消 耗 品 販 売 1 2 3 4 5 6  
金 融 サ ー ビ ス 1 2 3 4 5 6  
配 送 サ ー ビ ス 1 2 3 4 5 6  
コンサルティングサービス 1 2 3 4 5 6  
極 め て 小 さ く な っ た             極 め て 大 き く な っ た 
II－23 貴社は、貴社の知的財産を収入源としてどの程度活用するお考えですか。 
 1 2 3 4 5 6  
知的財産を収益源と して 
考 え た こ と は な い 
 
          
 
す べ て の 知 的 財 産 
を 収 益 化 す る      
II－24 貴社は、他社による貴社の知的財産権の侵害や貴社による他社の知的財産権の侵害について、どの程度積極的に調査を 
行っていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
ま っ た く調査していない  










 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 重 視 し て い な い             最 も 重 視 し て い る 
 1 2 3 4 5 6  
他社にまったく追随できない             極めて大きく凌駕している 
III－2 貴社では、競合製品・サービスとの性能や品質の差を比較することが、どの程度頻繁に行われていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
他社と比較することはない 
            
常に比較検討が行われている 
            
III－3 貴社の製品・サービス開発では、製品・サービスの完成度（製品の安定した動作や確実なサービス提供）の向上をどの程
度重視していますか。また、現在の製品・サービスの競合他社に比べた完成度はどの程度とお考えですか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 重 視 し て い な い             最 も 重 視 し て い る 
 1 2 3 4 5 6  
競合他社の 完成度 に は 
遠 く 及 ば な い 
 
          
 
競 合 他 社 よ り も 極 め て 
高い完成度になっている       
III－4 貴社の製品・サービスの開発では、旧来製品・サービスよりも使い勝手が向上することをどの程度重視していますか。ま
た、現在の製品・サービスは、5 年前の旧来製品・サービスよりどの程度使い勝手が向上したとお考えですか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 重 視 し て い な い             最 も 重 視 し て い る 
 1 2 3 4 5 6  
競 合 他 社 の 使 い 勝 手 
に は 遠 く 及 ば な い 
 
          
 
競合他社よりも極めて使い 
勝 手 が 良 く な っ て い る       
III－5 貴社の製品・サービスの開発では、多機能化をどの程度重視していますか。また、現在の製品・サービスは、5 年前の旧
来製品・サービスよりどの程度多機能化しましたか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 重 視 し て い な い             最 も 重 視 し て い る 
 1 2 3 4 5 6  




 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 重 視 し て い な い             最 も 重 視 し て い る 
 1 2 3 4 5 6  
1 0 ％ 未 満 
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III－7 貴社は、貴社が属する業界では用いられていない新奇な技術の導入をどの程度積極的行われていますか。また、実際にど
の程度導入されていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
導 入 に は 消 極 的 で あ る             極めて積極的に導入している 
 1 2 3 4 5 6  
新 奇 な 技 術 を 最 初 に 
導 入 し た こ と は な い 
 
          
 
新奇な技術は常に当社が 




すでに進出している事業分野 1 2 3 4 5 6  
新 規 事 業 分 野 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 重 視 し て い な い             最 も 重 視 し て い る 
III－9 貴社では、新製品・サービスのコンセプトを設定する際、顧客の意見をどの程度取り入れていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 取 り 入れ て い な い             最 大 限 取 り 入 れ て い る 
III－10 貴社では、新製品・サービスの機能や品質の仕様を決定する際、顧客の意見をどの程度取り入れていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 取 り 入れ て い な い 
            
最 大 限 取 り 入 れ て い る 
            
III－11 貴社は、新製品・サービスを市場に提供する前に行われる試験販売での、顧客からの意見によって仕様や提供方法をど
の程度再考しますか。 
 1 2 3 4 5 6  
見 直 し は 行 わ な い 
            顧 客 の 意 見 に 沿 う 
よ う に す べ て 見 直 す             
III－12 貴社が新製品・サービスを開発する際、顧客が抱える課題の解決にどの程度焦点を当てますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あまり焦点を当てていない 
            
最大の焦点を当てている 
            
III－13 貴社の新製品・サービス開発では、顧客が明確には示さない潜在的なニーズをどの程度重視していますか。また、実際ど
の程度潜在ニーズの発見に成功していますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 重 視 し て い な い             最 も 重 視 し て い る 。 
 1 2 3 4 5 6  
潜 在 ニ ー ズ に は 対 応 
し て い な い 
 
          
 
新製品・サービス開発では必ず
潜在ニーズに対応している       
III－14 貴社は、新製品・サービスの開発前に、顧客が既存の製品・サービスを利用している現場をどの程度観察していますか。 
 1 2 3 4 5 6  
観 察 し た こ と は な い 
            
詳 細 に 観 察 し て い る 
            
III－15 貴社は、顧客が製品・サービスを利用する目的について、どの程度把握しているとお考えですか。 
 1 2 3 4 5 6  
一般化した目的以外は、あまり
把 握 し て い な い 
            
完 全 に 把 握 し て い る 
            
III－16 貴社が新製品・サービスを開発する際、低所得の顧客が持つニーズについてどの程度考慮していますか。 
 1 2 3 4 5 6  
低 所 得 者 の ニ ー ズ は 
あ ま り 考 慮 し な い 
            低所得者のニーズを最も 
考 慮 し て 開 発 し て い る             
III－17 貴社は、今までにないまったく新奇な製品やサービスの開発を意思決定する時間的な長さを極力短くしようとする努力
をどの程度していますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 努 力 し て い な い             最大限の努力をしている。 
III－18 貴社では、業界において最低価格の製品・サービスの開発をどの程度目指していますか。また、競合他社に比べた貴社の
現在の製品・サービスの価格水準はどの程度ですか。 
 1 2 3 4 5 6  
目 標 と し て な い             最 大 の 目 標 と し て い る 
 1 2 3 4 5 6  
競 合 他 社 よ り も 高 い 
水 準 に な っ て い る 
 
          
 
競合他社よりも大幅に低い 
水 準 に な っ て い る      
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III－19 貴社は、製品・サービスの機能や品質を抑えた廉価版の製品・サービスの提供をどの程度重視していますか。また、実際
に廉価版の販売はどの程度行っていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 重 視 し て い な い             最 も 重 視 し て い る 。 
 1 2 3 4 5 6  
廉価版は開発していない  
          
 
すべての製品・サービスについ
て、廉価版を開発している      
III－20 貴社は、新製品・サービスを市場に提供する際、低価格による顧客の獲得をどの程度重視していますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 重 視 し て い な い             最 も 重 視 し て い る 
III－21 貴社は、新製品・サービスを市場に提供する際、顧客の製品・サービスの利用環境に応じた提供方法（例えば、寒冷地仕
様の設定や早朝・深夜サービスなど）の開発をどの程度重視していますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 重 視 し て い な い             最 も 重 視 し て い る 
III－22 貴社は、既存製品・サービスの改良を、競合他社よりもどの程度早く行っていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
常 に 他 社 に 追 随 し て 
改 良 し て い る 
 
          
 
常 に 他 社 よ り も 
早 く 改 良 し て い る       
III－23 貴社の製品・サービスを補完する製品・サービスは、競合他社に比べてどの程度充実していますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 充 実 し て い な い             極 め て 充 実 し て い る 
III－24 貴社の製品・サービスを補完する製品・サービスは、競合他社と比べてどの程度異なっていますか。機能、性能、品質、
価格に分けてお教えください。 
機 能 1 2 3 4 5 6  
性 能 1 2 3 4 5 6  
品 質 1 2 3 4 5 6  
価 格 1 2 3 4 5 6  
ま っ た く 異 な っ て い る             完 全 に 同 一 で あ る 
III－25 貴社は、貴社の製品・サービスを補完する製品・サービスについて、どの程度自社で提供していますか。 
 1 2 3 4 5 6  
すべて他社が提供している             すべて自社で提供している 
III－26 貴社の製品・サービスは、総じて、顧客ニーズを十分に満たしていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
顧 客 ニ ー ズ は あ ま り 
充 足 さ れ て い な い 
 
          
 
顧 客 ニ ー ズ を 完 璧 に 
充 足 し て い る       
III－27 貴社の製品・サービスは、それを利用する顧客の製品・サービス利用目的をどの程度達成していると認識されています
か。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 達成で き て いな い             完 全 に 達 成 し て い る 
III－28 貴貴社の新製品・サービス開発活動においては、開発計画の変更を行う公式な手続きが、どの程度制定されていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
計画変さらに関する手続きは定
め ら れ て い な い 
 
          
 
計画変更の詳細な手続きを定
め て あ る      
III－29 貴社の新製品・サービス開発活動において、開発責任者が計画の変更を提案する頻度をお教えください。 
 1 2 3 4 5 6  
開発責任者が計画変更を提案
す る こ と は な い 
 
          
 頻 度 は 高 い 
      
III－30 貴社では、新製品・サービス開発計画の変更は、開発責任者の評価にどの程度影響しますか。 
 1 2 3 4 5 6  
開発責任者の人事評価に多大
な 影 響 を 与 え る 
 
          
 ま っ た く 影 響 し な い 
     
IV 貴社の市場政策についてお教えください。 
IV－1 貴社は、日本国内市場をどの程度重視していますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 重 視 し て い な い             最 も 重 視 し て い る 
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IV－2 貴社は、新興国市場に対して提供する製品・サービスについて、日本国内市場とは異なる新興国専用の製品・サービス
がどの程度必要であると認識されていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あまり必要ないと考えている             不 可 欠 と 考 え て い る 
IV－3 貴社が新興国市場に提供している製品・サービスは、日本国内市場に提供している製品・サービスとどの程度異なって
いますか。機能、性能、品質、価格に分けてお教えください。 
機 能 1 2 3 4 5 6  
性 能 1 2 3 4 5 6  
品 質 1 2 3 4 5 6  
価 格 1 2 3 4 5 6  
ま っ た く 異 な っ て い る 
            
完 全 に 同 一 で あ る 
            
IV－4 貴社の日本本社の従業員は、新興国市場の顧客が貴社の製品・サービスを利用する目的について、どの程度把握されて
いますか。営業部門と開発部門に分けてお教えください。 
営 業 部 門 1 2 3 4 5 6  
開 発 部 門 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 把 握 し て い な い 
            
完 全 に 把 握 し て い る 
            
IV－5 貴社は、新興国市場における、日系企業あるいは日本人顧客以外の顧客への販売にどの程度注力しておられますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 努 力 し て い な い             最大限の努力をしている 
IV－6 貴社の製品・サービスに対する顧客のニーズは、５年前と比べてどの程度変化（例えば、使用可能時間の長さから携帯性
の向上への変化など）していますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 変 化 し て い な い             大 き く 変 化 し た 
IV－7 貴社の製品・サービスが顧客に提供する価値は、５年前と比べてどの程度変化（例えば、実用性から優越感への変化な
ど）していますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 変 化 し て い な い             大 き く 変 化 し た 
IV－8 貴社は、貴社の製品・サービスの需要の変化（不足や過剰、顧客在庫など）について、どの程度把握していますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 把 握 し て い な い             完 全 に 把 握 し て い る 
IV－9 貴社は、顧客別に製品・サービスの販売方法をどの程度変えていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
顧 客 毎 に 異 な る 
販 売 方 法 と し て い る 
 
          
 完 全 に 同 一 
      
IV－10 貴社は、顧客別に製品・サービスの仕様をどの程度変えていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
顧客毎に異なる仕様としている             完 全 に 同 一 
IV－11 貴社の顧客は、貴社の製品・サービスを十分に使いこなしているとお考えですか。 




          
 完全に使いこな してい る      
IV－12 貴社の製品・サービスを顧客に提供するために、顧客から求められるサービス要員のスキルのレベルはどの程度とお考
えですか。 
 1 2 3 4 5 6  
あまりスキルは求められない             最上級のスキルが求められる 
IV－13 貴社の事業部門間では、各々の事業の顧客はどの程度共通ですか。 
 1 2 3 4 5 6  
事 業 部 門 間 で 共 通 し た 
顧 客 は い な い 
 
          
 すべて共通した顧客である 
       
IV－14 貴社での、自社事業部門間の競争はどの程度ありますか。 
 1 2 3 4 5 6  
極 め て 激 し い 競 争 を 
自 社 内 で 行 っ て い る 
 
           自 社 事 業 部 門 間 で の 
競 争 は な い      
IV－15 貴社は、競合他社が激しい価格競争を仕掛けてきた場合に、どの程度耐えられるとお考えですか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 耐 え ら れ な い  
          
 
他社が競争で きな く な る 
ま で 耐 え ら れ る      
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IV－16 貴社の製品の生産方法やサービスの提供方法は、競合他社のそれとどの程度異なっていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
ま っ た く 異 な っ て い る 
            
完 全 に 同 一 で あ る 
            
IV－17 貴社の製品・サービスを顧客に販売する際の価格は、事前に定められたルールどおりに提示されていますか、あるいは、
顧客との相談で自由に決めることができますか。 
 1 2 3 4 5 6  
事 前 の ル ー ル に 
完 全 に 則 っ て い る 
 
          
 常に顧客との交渉で変化する     
IV－18 貴社の製品・サービスのコストは、総じて、競合他社の製品・サービスのコストに比較してどの程度の水準にあります
か。 
 1 2 3 4 5 6  
業 界 で 自 社 が 最 も 高 い 
コ ス ト 水 準 で あ る 
            最 強 の 競 合 企 業 よ り も 
低 い 水 準 で あ る             
IV－19 貴社は、どの程度、競合他社よりも効率的・効果的な製品の生産方法やサービスの提供方法を導入しているとお考えで
すか。効率（低コスト）と効果（顧客満足）に分けてお教えください。 
効 率 （ 低 コ ス ト ） 1 2 3 4 5 6  
効 果 （ 顧 客 満 足 ） 1 2 3 4 5 6  
競合他社よりも低い水準の方法
を 導 入 し て い る 
            最 高 水 準 の 方 法 を 




 1 2 3 4 5 6  
1 0 ％ 未 満 
            











 1 2 3 4 5 6  
他社の成果には遠く及ばない 
            
競合他社を圧倒している 
            
V－2 貴社は、既存製品・サービスの改良を目的とした研究開発テーマをどの程度重視していますか。改良型の研究開発テー
マの全研究開発テーマに対する件数比率と貴社の改良型研究開発成果が競合他社を凌駕している程度をお教えください。 
 1 2 3 4 5 6  
1 0 ％ 未 満 
            











 1 2 3 4 5 6  
他社の成果には遠く及ばない 
            
競合他社を圧倒している 
            
V－3 貴社の、貴社と資本関係のあるグループ企業以外の機関（企業や大学など）との共同研究開発は、競合企業とくらべてど
の程度多いとお考えですか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 多 く な い             非 常 に 多 い 
V－4 貴社の過去に行った、貴社と資本関係のあるグループ企業以外の機関（企業や大学など）との共同研究開発の成果に基づ
いた新製品・サービスの現在の売上高は、全売上高のどの程度を占めていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
1 0 ％ 未 満 
            













会 社 内 1 2 3 4 5 6  
会 社 外 1 2 3 4 5 6  
発 信 し て い な い 
            共同研究開発の実施条件など
の詳細まで発信している             
（付録） 
（王 猛）  206 
V－6 貴社は、貴社グループ企業以外の企業や大学などとの共同研究開発テーマをどの程度公募していますか。 
 1 2 3 4 5 6  
公 募 は 行 っ て い な い  
          
 
共同研究開発可能なテーマは




 1 2 3 4 5 6  
1 0 ％ 未 満 
            











 1 2 3 4 5 6  
他社の成果には遠く及ばない 
            
競合他社を圧倒している 




 1 2 3 4 5 6  
1 0 ％ 未 満 
            











 1 2 3 4 5 6  




 1 2 3 4 5 6  
1 0 ％ 未 満 
            











 1 2 3 4 5 6  
他社の成果には遠く及ばない             競合他社を圧倒している 
V－10 貴社は、貴社の資本関係のあるグループ企業以外の機関（企業や大学など）と提携した研究開発をどの程度行っています
か。提携研究開発テーマの全研究開発テーマに対する件数比率と研究開発費比率をお教えください。 
テ ー マ 件 数 の 比 率 1 2 3 4 5 6  
研 究 開 発 費 比 率 1 2 3 4 5 6  
1 0 ％ 未 満 
            













 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 重 視 し て い な い             最 も 重 視 し て い る 
技 術 者 数 比 率 1 2 3 4 5 6  
研 究 開 発 費 比 率 1 2 3 4 5 6  
1 0 ％ 未 満 
            












 1 2 3 4 5 6  
必要な事柄以外のコミュニケー
シ ョ ン は な い 
 
          
 
極めて活発にコミュニケーショ




 1 2 3 4 5 6  
現場従業員は問題提起しない  
          
 
問 題 は 現 場 従 業 員 が 
す べ て 提 起 す る      
（付録） 
（王 猛）  207 
VI－2 貴社の製品生産現場やサービス提供現場では、現場で認識された問題をどの程度自ら解決していますか。 




          
 
現 場 の 問 題 は す べ て 
現 場 従業 員が 解 決す る   
VI－3 貴社では、製品生産現場やサービス提供現場で発生している問題を、どの程度現場と本社が協力して解決していますか。 
 1 2 3 4 5 6  
本社と現場が連携して問題解
決に取 り 組む こ と は な い 
 
          
 
問題は常に、本社と現場の協
力に基づいて解決される     
VI－4 貴社の製品生産現場やサービス提供現場の従業員は、現場での問題を自ら解決するための知識を、どの程度獲得しよう
としていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あまり獲得しようとしていない  
           極め て積極的に （ 大学 ・ 
大 学 院 へ の 通 学 な ど ） 







 1 2 3 4 5 6  
現 場 の 無 駄 は あ ま り 
排 除 さ れ て い な い 
 
          
 
現場での無駄の排除は業界で
最も 進んで い る と 考え る     
VI－6 貴社の製品・サービスの顧客への提供リードタイムは、この５年間でどの程度短縮されましたか。 
 1 2 3 4 5 6  
1 0 ％ 未 満 
            













 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 把 握 し て い な い             完 全 に 把 握 し て い る 
VI－8 貴社は、販売店における在庫量やサービス提供能力の余力について、どの程度情報を把握されていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
競合他社よりもかなり低い水準             競合他社よ り も高い水準 
VI－9 貴社が貴社の製品生産・サービス提供のために購入している部材の価格は、競合他社に比べてどの程度の水準にあると
認識しておられますか。 
 1 2 3 4 5 6  
競合他社よりもかなり低い水準             競合他社よ り も高い水準 
VII 貴社の組織についてお教えください。 
VII－1 貴社の最大売上高事業部門に従事する従業員数は、全従業員に対してどの程度の割合を占めていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
1 0 ％ 未 満 
            













 1 2 3 4 5 6  
依 存 関 係 は な い             依存関係は 極 め て 高 い 
VII－3 貴社では、従業員の昇格に際して、修得している知識の状況を把握するための試験（筆記試験や実技試験）をどの程度重
視していますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 重 視 し て い な い             最 も 重 視 し て い る 
VII－4 貴社では、従業員を評価するルールがどの程度確定していますか。また、ルールがどの程度厳密に適用されていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
ル ー ル は 方 針 の み 
決 ま っ て い る 
 
          
 
評 価 を 与 え る ル ー ル が 
詳細に渡って決まっている       
 1 2 3 4 5 6  
評 価 は 常 に ケ ー ス 
バイケー スで行ってい る 
 
          
 
評 価 は す べ て ル ー ル 
ど お り 行 っ て い る      
（付録） 
（王 猛）  208 
VII－5 貴社では、設備投資を決定する際に、投資金額を査定するルールがどの程度確定していますか。また、ルールがどの程
度厳密に適用されていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
査 定 ル ー ル は 大 ま か に 
決 ま っ て い る 
 
          
 
査 定 ル ー ル が 詳 細 
に 決 ま っ て い る       
 1 2 3 4 5 6  
投資案件毎に ル ー ル の 
適 用 程 度 が 異 な る 
 
          
 
すべての設備投資案件で 
厳 密 に 適 用 さ れ て い る       
VII－6 貴社では、従業員の異動に際して、当該従業員の専門や経験を活かすことをどの程度考慮しますか。技術部門、営業部
門、スタッフ部門に分けてお教えください。 
技 術 部 門 1 2 3 4 5 6  
営 業 部 門 1 2 3 4 5 6  
ス タ ッ フ 部 門 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 考 慮 し な い 
            
最 大 限 考 慮 す る 
            
VII－7 貴社の課長クラスの管理者が統括する部下の平均的な人数はどの程度ですか。技術部門、営業部門、スタッフ部門に分け
てお教えください。 
技 術 部 門 1 2 3 4 5 6  
営 業 部 門 1 2 3 4 5 6  
ス タ ッ フ 部 門 1 2 3 4 5 6  
2 人 未 満 （ 1 人 以 下 ） 
            













 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 把 握 し て い な い             完 全 に 把 握 し て い る 
VII－9 貴社の事業部長クラスの管理者は、製品・サービスの開発情報（開発製品・サービスの仕様や進捗状況、開発上の課題な
どの詳細な情報）をどの程度把握していますか。 
 1 2 3 4 5 6  
あ ま り 把 握 し て い な い             完 全 に 把 握 し て い る 
VII－10 貴社の事業部長クラスの管理者が決済する設備投資の最低金額はどの程度ですか。 
 1 2 3 4 5 6  
1 0 0 0 万 円 以 上             すべての投資案件を決済する 
VII－11 貴社の事業部長クラスの管理者が決済する人事異動の対象はどの範囲ですか。 
 1 2 3 4 5 6  
部長ク ラスの管理者のみ  
          
 
す べ て の 当 該 事 業 
部 門 所 属 従 業 員      
VII－12 貴社の海外現地法人に派遣されている日本本社の人材の人数は、平均して海外現地法人の全従業員のどの程度の割合を占
めていますか。製品生産・サービス提供会社、投資・管理会社に分けてお教えください。 
製品生産・サービス提供会社 1 2 3 4 5 6  
投 資 ・ 管 理 会 社 1 2 3 4 5 6  
1 ％ 未 満 
            












 1 2 3 4 5 6  
1 0 ％ 未 満 
            












 1 2 3 4 5 6  
一部の高級管理者のみが対象  
          
 
す べ て の 海 外 現 地 法 
人採用の 従業員 が 対象      
（付録） 
（王 猛）  209 
VII－15 貴社の海外現地法人採用の従業員の平均賃金は、日本本社から海外現地法人に派遣された従業員の平均賃金と比較してど
の程度の水準ですか。年収ベースでお教えください。 
 1 2 3 4 5 6  
ま っ た く 同 一 賃 金 
            
本社従業員の賃金は、現地法













 1 2 3 4 5 6  
開発はすべてベンダーに 
委 託 し て い る 
 
          
 
カスタマイズを含め、すべて 
自 社 で 開 発 し て い る       
VIII－2 貴社では、新たに導入する情報システムの機能に合わせて、自社の業務をどの程度見直しますか。 
 1 2 3 4 5 6  
情報システ ムの機能は 、 
既存の業務内容に適合する 
よ う に 設 計 さ れ る 
 
           新情報システムの機能に 
合わせて関係するすべて 
の 業 務 を 見 直 す 
 
   
VIII－3 貴社では、情報システムを更新する際に、既存システムの機能をどの程度継承させる方針をお持ちですか。あるいは、
実際にどの程度継承されましたか。 




           既 存 シ ス テ ム の 機 能 
を す べ て 継 承 す る       
 1 2 3 4 5 6  
更新前の機能は、必要に応じ
て 継 承 し て い る 
 
           す べ て の 情 報 シ ス テ ム 
に お い て 更 新 前 の 







貴 社 へ の 支 払 い 業 務 1 2 3 4 5 6  
外 部 へ の 支 払 い 業 務 1 2 3 4 5 6  
あまり効率化されていない 
            
大 幅 に 効 率 化 さ れ た 
            
VIII－5 顧客が貴社に購入代金を支払う場合、顧客はどの程度、時と場所を限定されますか。 
 1 2 3 4 5 6  
定められた時に定められた場
所 で 顧 客 は 決 済 す る 
 
           顧 客 は 時 と 場 所 を 選 
ば ず に 決 済 可 能 で あ る      
VIII－6 貴社の決済業務を代行する業者（銀行、クレジットカード会社、コンビニエンスストア、携帯電話キャリアなど）は、5
年前に比べて、どの程度多様化しているとお考えですか。 
 1 2 3 4 5 6  
代 行業 者 に 変 化は な い             大 幅 に 多 様 化 し た 
VIII－7 貴社の決済業務では、実際の資金移動と商品取引のデータがどの程度一体的に取り扱われていますか。 
 1 2 3 4 5 6  
一体的には取り扱っていない 
            
完 全 に 一 体 化 し て い る 




国 内 市 場 シ ェ ア 1 2 3 4 5 6  
グ ロ ー バ ル 市 場 シ ェ ア 1 2 3 4 5 6  
売 上 高 成 長 率 1 2 3 4 5 6  
売 上 高 営 業 利 益 率 1 2 3 4 5 6  
顧 客 満 足 度 1 2 3 4 5 6  
目標を大幅に下回っている 
            
目標を大幅に上回っている 
            
IX－2 貴社の新興国事業全体の業績は現在の中期計画における目標をどの程度達成していますか。新興国市場シェア、新興国
売上高成長率、新興国売上高営業利益率、新興国顧客満足度に分けてお教えください。 
新 興 国 市 場 シ ェ ア 1 2 3 4 5 6  
新 興 国 売 上 高 成 長 率 1 2 3 4 5 6  
新興国売上高営業利益率 1 2 3 4 5 6  
新 興 国 顧 客 満 足 度 1 2 3 4 5 6  
目標を大幅に下回っている             目標を大幅に上回っている 
（付録） 




新 奇 製 品 1 2 3 4 5 6  
既 存 製 品 1 2 3 4 5 6  
1 0 ％ 未 満 
            












事 業 全 体 の 平 均 1 2 3 4 5 6  
新 興 国 事 業 の 平 均 1 2 3 4 5 6  
目標を大幅に下回っている             大 幅 に 向 上 し た 
 
（付録） 










 度数 ％ 有効％ 累積％ 
有効 
2 4 7.7 7.7 7.7 
3 6 11.5 11.5 19.2 
4 15 28.8 28.8 48.1 
5 14 26.9 26.9 75.0 
6 13 25.0 25.0 100.0 
合計 52 100.0 100.0  
Ⅰ3 
 度数 ％ 有効％ 累積％ 
有効 
3 2 3.8 3.8 3.8 
4 12 23.1 23.1 26.9 
5 26 50.0 50.0 76.9 
6 12 23.1 23.1 100.0 
合計 52 100.0 100.0  
Ⅰ42 
 度数 ％ 有効％ 累積 
有効 
2 4 7.7 8.3 8.3 
3 6 11.5 12.5 20.8 
4 14 26.9 29.2 50.0 
5 10 19.2 20.8 70.8 
6 14 26.9 29.2 100.0 




4 7.7   
合計 52 100.0   
            Ⅰ2 
 度数 ％ 有効％ 累積％ 
有効 
3 2 3.8 3.8 3.8 
4 14 26.9 26.9 30.8 
5 17 32.7 32.7 63.5 






 度数 ％ 有効％ 累積％ 
有効 
1 2 3.8 4.1 4.1 
2 11 21.2 22.4 26.5 
3 17 32.7 34.7 61.2 
4 6 11.5 12.2 73.5 
5 7 13.5 14.3 87.8 
6 6 11.5 12.2 100.0 
合計 49 94.2 100.0  
欠損値 システム欠損値 3 5.8   
合計 52 100.0   
Ⅰ5 




1 1 1.9 2.0 2.0 
2 9 17.3 17.6 19.6 
3 12 23.1 23.5 43.1 
4 13 25.0 25.5 68.6 
5 14 26.9 27.5 96.1 
6 2 3.8 3.9 100.0 
合計 51 98.1 100.0  
欠損値 システム欠損値 1 1.9   
合計 52 100.0   
（付録） 




































％ 有効％ 累積％ 
有効 
1 8 15.4 16.0 16.0 
2 10 19.2 20.0 36.0 
3 8 15.4 16.0 52.0 
4 11 21.2 22.0 74.0 
5 6 11.5 12.0 86.0 
6 7 13.5 14.0 100.0 
合計 50 96.2 100.0  








% 有効% 累積% 
有効 
3 3 5.8 5.8 5.8 
4 15 28.8 28.8 34.6 
5 25 48.1 48.1 82.7 
6 9 17.3 17.3 100.0 
合計 52 100.0 100.0  
Ⅰ7 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 2 3.8 4.0 4.0 
3 6 11.5 12.0 16.0 
4 12 23.1 24.0 40.0 
5 14 26.9 28.0 68.0 
6 16 30.8 32.0 100.0 
合計 50 96.2 100.0  
欠損値 システム欠損値 2 3.8   
合計 52 100.0   
Ⅰ82 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 2 3.8 4.0 4.0 
3 6 11.5 12.0 16.0 
4 14 26.9 28.0 44.0 
5 17 32.7 34.0 78.0 
6 11 21.2 22.0 100.0 
























 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 1.9 1.9 
2 7 13.5 13.5 15.4 
3 10 19.2 19.2 34.6 
4 15 28.8 28.8 63.5 
5 9 17.3 17.3 80.8 






 度数 ％ 有効％ 累積％ 
有効 
1 2 3.8 3.8 3.8 
2 13 25.0 25.0 28.8 
3 8 15.4 15.4 44.2 
4 13 25.0 25.0 69.2 
5 14 26.9 26.9 96.2 
6 2 3.8 3.8 100.0 
合計 52 100.0 100.0  
Ⅱ23 
 度数 ％ 有効％ 累積％ 
有効 
2 9 17.3 17.3 17.3 
3 11 21.2 21.2 38.5 
4 16 30.8 30.8 69.2 
5 14 26.9 26.9 96.2 
6 1 1.9 1.9 98.1 
12 1 1.9 1.9 100.0 
合計 52 100.0 100.0  
Ⅱ12 




1 6 11.5 12.0 12.0 
2 10 19.2 20.0 32.0 
3 7 13.5 14.0 46.0 
4 15 28.8 30.0 76.0 
5 6 11.5 12.0 88.0 
6 6 11.5 12.0 100.0 
合計 50 96.2 100.0  
欠損値 システム欠損値 2 3.8   
合計 52 100.0   
Ⅱ22 
 度数 ％ 有効％ 累積％ 
有効 
1 1 1.9 1.9 1.9 
2 7 13.5 13.5 15.4 
3 9 17.3 17.3 32.7 
4 22 42.3 42.3 75.0 
5 11 21.2 21.2 96.2 
6 2 3.8 3.8 100.0 
合計 52 100.0 100.0  
Ⅱ3 
 度数 ％ 有効％ 累積％ 
有効 
1 4 7.7 7.7 7.7 
2 14 26.9 26.9 34.6 
3 13 25.0 25.0 59.6 
4 13 25.0 25.0 84.6 
5 8 15.4 15.4 100.0 
合計 52 100.0 100.0  
（付録） 












 度数 ％ 有効％ 累積％ 
有効 
2 2 3.8 3.8 3.8 
3 1 1.9 1.9 5.8 
4 8 15.4 15.4 21.2 
5 24 46.2 46.2 67.3 
6 17 32.7 32.7 100.0 
合計 52 100.0 100.0  
Ⅱ43 
 度数 ％ 有効％ 累積％ 
有効 
2 2 3.8 3.8 3.8 
3 5 9.6 9.6 13.5 
4 10 19.2 19.2 32.7 
5 21 40.4 40.4 73.1 
6 14 26.9 26.9 100.0 
合計 52 100.0 100.0  
Ⅱ51 
 度数 ％ 有効％ 累積％ 
有効 
2 2 3.8 3.9 3.9 
3 6 11.5 11.8 15.7 
4 11 21.2 21.6 37.3 
5 19 36.5 37.3 74.5 
6 13 25.0 25.5 100.0 




1 1.9   
合計 52 100.0   
Ⅱ52 
 度数 ％ 有効％ 累積％ 
有効 
2 1 1.9 2.0 2.0 
3 1 1.9 2.0 3.9 
4 6 11.5 11.8 15.7 
5 28 53.8 54.9 70.6 
6 15 28.8 29.4 100.0 




1 1.9   
合計 52 100.0   
Ⅱ42 
 度数 ％ 有効％ 累積％ 
有効 
2 5 9.6 9.6 9.6 
3 6 11.5 11.5 21.2 
4 21 40.4 40.4 61.5 
5 12 23.1 23.1 84.6 
6 8 15.4 15.4 100.0 
合計 52 100.0 100.0  
Ⅱ53 
 度数 ％ 有効％ 累積％ 
有効 
2 2 3.8 3.9 3.9 
3 3 5.8 5.9 9.8 
4 9 17.3 17.6 27.5 
5 25 48.1 49.0 76.5 
6 12 23.1 23.5 100.0 




1 1.9   
合計 52 100.0   
（付録） 
（王 猛）  215 
 
Ⅱ62 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 1 1.9 2.0 2.0 
3 2 3.8 3.9 5.9 
4 9 17.3 17.6 23.5 
5 28 53.8 54.9 78.4 
6 11 21.2 21.6 100.0 





1 1.9   







 度数 ％ 有効％ 累積％ 
有効 
1 6 11.5 11.8 11.8 
2 10 19.2 19.6 31.4 
3 7 13.5 13.7 45.1 
4 13 25.0 25.5 70.6 
5 9 17.3 17.6 88.2 
6 6 11.5 11.8 100.0 




1 1.9   
合計 52 100.0   
Ⅱ8 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
3 1 1.9 2.0 2.0 
4 10 19.2 19.6 21.6 
5 28 53.8 54.9 76.5 
6 12 23.1 23.5 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
Ⅱ61 
 度数 ％ 有効％ 累積％ 
有効 
2 5 9.6 9.8 9.8 
3 5 9.6 9.8 19.6 
4 17 32.7 33.3 52.9 
5 17 32.7 33.3 86.3 
6 7 13.5 13.7 100.0 




1 1.9   
合計 52 100.0   
Ⅱ7 
 度数 ％ 有効％ 累積％ 
有効 
1 1 1.9 1.9 1.9 
2 1 1.9 1.9 3.8 
3 6 11.5 11.5 15.4 
4 4 7.7 7.7 23.1 
5 7 13.5 13.5 36.5 
6 33 63.5 63.5 100.0 
合計 52 100.0 100.0  
Ⅱ91 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
3 2 3.8 3.9 3.9 
4 14 26.9 27.5 31.4 
5 28 53.8 54.9 86.3 
6 7 13.5 13.7 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
（付録） 
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Ⅱ102 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 2.0 2.0 
2 5 9.6 9.8 11.8 
3 12 23.1 23.5 35.3 
4 25 48.1 49.0 84.3 
5 5 9.6 9.8 94.1 
6 3 5.8 5.9 100.0 





1 1.9   






 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 2.0 2.0 
2 6 11.5 11.8 13.7 
3 10 19.2 19.6 33.3 
4 25 48.1 49.0 82.4 
5 5 9.6 9.8 92.2 
6 4 7.7 7.8 100.0 





1 1.9   










3 7 13.5 13.5 13.5 
4 15 28.8 28.8 42.3 
5 22 42.3 42.3 84.6 
6 8 15.4 15.4 100.0 








 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 1.9 1.9 
3 7 13.5 13.5 15.4 
4 14 26.9 26.9 42.3 
5 24 46.2 46.2 88.5 
6 6 11.5 11.5 100.0 
合計 52 100.0 100.0  
 
Ⅱ92 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 1 1.9 2.0 2.0 
3 1 1.9 2.0 4.1 
4 19 36.5 38.8 42.9 
5 20 38.5 40.8 83.7 
6 8 15.4 16.3 100.0 





3 5.8   
合計 52 100.0   
Ⅱ112 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 5 9.6 9.6 9.6 
3 13 25.0 25.0 34.6 
4 25 48.1 48.1 82.7 
5 8 15.4 15.4 98.1 
6 1 1.9 1.9 100.0 
合計 52 100.0 100.0  
（付録） 
















 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 1.9 1.9 
2 2 3.8 3.8 5.8 
3 10 19.2 19.2 25.0 
4 25 48.1 48.1 73.1 
5 10 19.2 19.2 92.3 
6 4 7.7 7.7 100.0 
合計 52 100.0 100.0  
Ⅱ141 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 1 1.9 2.0 2.0 
3 5 9.6 9.8 11.8 
4 13 25.0 25.5 37.3 
5 20 38.5 39.2 76.5 
6 11 21.2 21.6 98.0 
56 1 1.9 2.0 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
Ⅱ15 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 4 7.7 7.8 7.8 
3 9 17.3 17.6 25.5 
4 19 36.5 37.3 62.7 
5 15 28.8 29.4 92.2 
6 4 7.7 7.8 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
Ⅱ13 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 6 11.5 11.8 11.8 
3 12 23.1 23.5 35.3 
4 13 25.0 25.5 60.8 
5 18 34.6 35.3 96.1 
6 2 3.8 3.9 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
Ⅱ142 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 7 13.5 13.7 13.7 
2 14 26.9 27.5 41.2 
3 12 23.1 23.5 64.7 
4 14 26.9 27.5 92.2 
5 1 1.9 2.0 94.1 
6 3 5.8 5.9 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
（付録） 







2 3 5.8 6.1 6.1 
3 7 13.5 14.3 20.4 
4 18 34.6 36.7 57.1 
5 17 32.7 34.7 91.8 
6 4 7.7 8.2 100.0 





3 5.8   












 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 1 1.9 2.0 2.0 
3 2 3.8 4.0 6.0 
4 11 21.2 22.0 28.0 
5 27 51.9 54.0 82.0 
6 9 17.3 18.0 100.0 





2 3.8   




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 2 3.8 4.1 4.1 
3 8 15.4 16.3 20.4 
4 16 30.8 32.7 53.1 
5 19 36.5 38.8 91.8 
6 4 7.7 8.2 100.0 





3 5.8   












 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 3.9 3.9 
2 4 7.7 7.8 11.8 
3 6 11.5 11.8 23.5 
4 15 28.8 29.4 52.9 
5 14 26.9 27.5 80.4 
6 10 19.2 19.6 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
（付録） 
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Ⅱ181 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 2 3.8 4.1 4.1 
3 4 7.7 8.2 12.2 
4 10 19.2 20.4 32.7 
5 24 46.2 49.0 81.6 
6 9 17.3 18.4 100.0 





3 5.8   





 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 4.0 4.0 
2 11 21.2 22.0 26.0 
3 12 23.1 24.0 50.0 
4 11 21.2 22.0 72.0 
5 9 17.3 18.0 90.0 
6 5 9.6 10.0 100.0 





2 3.8   











 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 2.1 2.1 
2 5 9.6 10.4 12.5 
3 3 5.8 6.3 18.8 
4 13 25.0 27.1 45.8 
5 18 34.6 37.5 83.3 
6 8 15.4 16.7 100.0 





4 7.7   





 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 1 1.9 2.0 2.0 
3 3 5.8 6.0 8.0 
4 11 21.2 22.0 30.0 
5 25 48.1 50.0 80.0 
6 10 19.2 20.0 100.0 





2 3.8   
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Ⅱ192 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 1 1.9 2.0 2.0 
3 6 11.5 12.2 14.3 
4 12 23.1 24.5 38.8 
5 19 36.5 38.8 77.6 
6 11 21.2 22.4 100.0 





3 5.8   
合計 52 100.0   
 
Ⅱ201 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 1 1.9 2.0 2.0 
3 5 9.6 9.8 11.8 
4 12 23.1 23.5 35.3 
5 24 46.2 47.1 82.4 
6 9 17.3 17.6 100.0 





1 1.9   














 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 5 9.6 10.0 10.0 
3 10 19.2 20.0 30.0 
4 17 32.7 34.0 64.0 
5 16 30.8 32.0 96.0 
6 2 3.8 4.0 100.0 





2 3.8   
合計 52 100.0   
 
Ⅱ202 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 4 7.7 8.0 8.0 
3 6 11.5 12.0 20.0 
4 13 25.0 26.0 46.0 
5 19 36.5 38.0 84.0 
6 8 15.4 16.0 100.0 





2 3.8   
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Ⅱ203 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 3 5.8 6.0 6.0 
2 8 15.4 16.0 22.0 
3 12 23.1 24.0 46.0 
4 12 23.1 24.0 70.0 
5 9 17.3 18.0 88.0 
6 6 11.5 12.0 100.0 





2 3.8   




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 2.0 2.0 
2 1 1.9 2.0 4.0 
3 6 11.5 12.0 16.0 
4 13 25.0 26.0 42.0 
5 17 32.7 34.0 76.0 
6 12 23.1 24.0 100.0 





2 3.8   













 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 2.0 2.0 
2 4 7.7 8.0 10.0 
3 4 7.7 8.0 18.0 
4 16 30.8 32.0 50.0 
5 20 38.5 40.0 90.0 
6 5 9.6 10.0 100.0 





2 3.8   














 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 2.0 2.0 
2 3 5.8 6.1 8.2 
3 4 7.7 8.2 16.3 
4 13 25.0 26.5 42.9 
5 18 34.6 36.7 79.6 
6 10 19.2 20.4 100.0 





3 5.8   
合計 52 100.0   
（付録） 
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Ⅱ221 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 1 1.9 2.1 2.1 
3 11 21.2 23.4 25.5 
4 24 46.2 51.1 76.6 
5 7 13.5 14.9 91.5 
6 4 7.7 8.5 100.0 





5 9.6   
















 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 3 5.8 8.8 8.8 
2 4 7.7 11.8 20.6 
3 10 19.2 29.4 50.0 
4 14 26.9 41.2 91.2 
5 3 5.8 8.8 100.0 





18 34.6   





 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 8 15.4 24.2 24.2 
2 3 5.8 9.1 33.3 
3 12 23.1 36.4 69.7 
4 8 15.4 24.2 93.9 
5 1 1.9 3.0 97.0 
6 1 1.9 3.0 100.0 





19 36.5   











 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 8 15.4 26.7 26.7 
2 4 7.7 13.3 40.0 
3 9 17.3 30.0 70.0 
4 8 15.4 26.7 96.7 
5 1 1.9 3.3 100.0 





22 42.3   
合計 52 100.0   
（付録） 
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Ⅱ225 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 8 15.4 25.0 25.0 
2 2 3.8 6.3 31.3 
3 10 19.2 31.3 62.5 
4 10 19.2 31.3 93.8 
5 2 3.8 6.3 100.0 





20 38.5   





























 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 6 11.5 11.8 11.8 
2 10 19.2 19.6 31.4 
3 8 15.4 15.7 47.1 
4 19 36.5 37.3 84.3 
5 4 7.7 7.8 92.2 
6 3 5.8 5.9 98.0 
53 1 1.9 2.0 100.0 





1 1.9   
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Ⅲ11 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 1 1.9 2.0 2.0 
3 2 3.8 3.9 5.9 
4 14 26.9 27.5 33.3 
5 21 40.4 41.2 74.5 
6 13 25.0 25.5 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
 
Ⅲ2 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 1 1.9 2.0 2.0 
3 3 5.8 6.0 8.0 
4 21 40.4 42.0 50.0 
5 19 36.5 38.0 88.0 
6 6 11.5 12.0 100.0 





2 3.8   
合計 52 100.0   
 
Ⅲ32 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
3 4 7.7 7.8 7.8 
4 23 44.2 45.1 52.9 
5 22 42.3 43.1 96.1 
6 2 3.8 3.9 100.0 





1 1.9   




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 2.0 2.0 
3 7 13.5 13.7 15.7 
4 29 55.8 56.9 72.5 
5 13 25.0 25.5 98.0 
6 1 1.9 2.0 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
 
Ⅲ31 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
3 3 5.8 5.9 5.9 
4 11 21.2 21.6 27.5 
5 26 50.0 51.0 78.4 
6 11 21.2 21.6 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
 
Ⅲ41 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 3 5.8 5.9 5.9 
3 3 5.8 5.9 11.8 
4 17 32.7 33.3 45.1 
5 21 40.4 41.2 86.3 
6 7 13.5 13.7 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
 
（付録） 
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Ⅲ42 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
3 5 9.6 9.8 9.8 
4 23 44.2 45.1 54.9 
5 22 42.3 43.1 98.0 
6 1 1.9 2.0 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
 
Ⅲ52 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
3 11 21.2 22.9 22.9 
4 28 53.8 58.3 81.3 
5 9 17.3 18.8 100.0 





4 7.7   
合計 52 100.0   
 
Ⅲ62 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 13 25.0 27.1 27.1 
2 14 26.9 29.2 56.3 
3 12 23.1 25.0 81.3 
4 4 7.7 8.3 89.6 
5 4 7.7 8.3 97.9 
6 1 1.9 2.1 100.0 





4 7.7   





 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 2.0 2.0 
2 10 19.2 20.0 22.0 
3 6 11.5 12.0 34.0 
4 14 26.9 28.0 62.0 
5 15 28.8 30.0 92.0 
6 4 7.7 8.0 100.0 





2 3.8   













 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 4.2 4.2 
2 4 7.7 8.3 12.5 
3 11 21.2 22.9 35.4 
4 17 32.7 35.4 70.8 
5 14 26.9 29.2 100.0 





4 7.7   
合計 52 100.0   
（付録） 
（王 猛）  226 
Ⅲ71 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 4.1 4.1 
2 6 11.5 12.2 16.3 
3 11 21.2 22.4 38.8 
4 19 36.5 38.8 77.6 
5 6 11.5 12.2 89.8 
6 5 9.6 10.2 100.0 





3 5.8   




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 3 5.8 6.0 6.0 
2 4 7.7 8.0 14.0 
3 6 11.5 12.0 26.0 
4 19 36.5 38.0 64.0 
5 15 28.8 30.0 94.0 
6 3 5.8 6.0 100.0 





2 3.8   











 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 4.0 4.0 
2 9 17.3 18.0 22.0 
3 13 25.0 26.0 48.0 
4 20 38.5 40.0 88.0 
5 6 11.5 12.0 100.0 





2 3.8   





 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 4 7.7 8.2 8.2 
2 3 5.8 6.1 14.3 
3 9 17.3 18.4 32.7 
4 16 30.8 32.7 65.3 
5 14 26.9 28.6 93.9 
6 3 5.8 6.1 100.0 





3 5.8   
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Ⅲ9 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 3 5.8 6.0 6.0 
3 3 5.8 6.0 12.0 
4 15 28.8 30.0 42.0 
5 22 42.3 44.0 86.0 
6 7 13.5 14.0 100.0 





2 3.8   




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 3 5.8 5.8 5.8 
3 11 21.2 21.2 26.9 
4 17 32.7 32.7 59.6 
5 15 28.8 28.8 88.5 
6 6 11.5 11.5 100.0 




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
3 4 7.7 7.7 7.7 
4 18 34.6 34.6 42.3 
5 25 48.1 48.1 90.4 
6 5 9.6 9.6 100.0 








 度数 % 有効% 累積% 
有効 
3 2 3.8 3.8 3.8 
4 12 23.1 23.1 26.9 
5 28 53.8 53.8 80.8 
6 10 19.2 19.2 100.0 







 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 1.9 1.9 
2 3 5.8 5.8 7.7 
3 15 28.8 28.8 36.5 
4 24 46.2 46.2 82.7 
5 9 17.3 17.3 100.0 




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 2.2 2.2 
2 1 1.9 2.2 4.4 
3 3 5.8 6.7 11.1 
4 17 32.7 37.8 48.9 
5 21 40.4 46.7 95.6 
6 2 3.8 4.4 100.0 





7 13.5   
合計 52 100.0   
（付録） 
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Ⅲ14 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 3.8 3.8 
2 1 1.9 1.9 5.8 
3 6 11.5 11.5 17.3 
4 15 28.8 28.8 46.2 
5 23 44.2 44.2 90.4 
6 5 9.6 9.6 100.0 
合計 52 100.0 100.0  
 
Ⅲ16 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 6 11.5 14.0 14.0 
2 7 13.5 16.3 30.2 
3 9 17.3 20.9 51.2 
4 13 25.0 30.2 81.4 
5 8 15.4 18.6 100.0 





9 17.3   
合計 52 100.0   
 
Ⅲ181 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 7 13.5 14.0 14.0 
2 4 7.7 8.0 22.0 
3 14 26.9 28.0 50.0 
4 12 23.1 24.0 74.0 
5 12 23.1 24.0 98.0 
6 1 1.9 2.0 100.0 





2 3.8   
合計 52 100.0   
 
Ⅲ15 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 1 1.9 2.0 2.0 
3 4 7.7 7.8 9.8 
4 18 34.6 35.3 45.1 
5 23 44.2 45.1 90.2 
6 5 9.6 9.8 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
 
Ⅲ17 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 9 17.3 18.0 18.0 
3 7 13.5 14.0 32.0 
4 14 26.9 28.0 60.0 
5 16 30.8 32.0 92.0 
6 4 7.7 8.0 100.0 





2 3.8   
















（王 猛）  229 
Ⅲ182 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 5 9.6 10.0 10.0 
2 3 5.8 6.0 16.0 
3 16 30.8 32.0 48.0 
4 21 40.4 42.0 90.0 
5 4 7.7 8.0 98.0 
6 1 1.9 2.0 100.0 





2 3.8   
合計 52 100.0   
 
Ⅲ192 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 8 15.4 15.4 15.4 
2 6 11.5 11.5 26.9 
3 22 42.3 42.3 69.2 
4 11 21.2 21.2 90.4 
5 5 9.6 9.6 100.0 




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 3 5.8 6.1 6.1 
2 6 11.5 12.2 18.4 
3 10 19.2 20.4 38.8 
4 17 32.7 34.7 73.5 
5 8 15.4 16.3 89.8 
6 5 9.6 10.2 100.0 





3 5.8   
合計 52 100.0   
 
Ⅲ191 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 7 13.5 13.5 13.5 
2 5 9.6 9.6 23.1 
3 19 36.5 36.5 59.6 
4 14 26.9 26.9 86.5 
5 6 11.5 11.5 98.1 
6 1 1.9 1.9 100.0 





 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 6 11.5 11.5 11.5 
2 8 15.4 15.4 26.9 
3 21 40.4 40.4 67.3 
4 9 17.3 17.3 84.6 
5 7 13.5 13.5 98.1 
6 1 1.9 1.9 100.0 




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 4 7.7 7.8 7.8 
3 9 17.3 17.6 25.5 
4 20 38.5 39.2 64.7 
5 17 32.7 33.3 98.0 
6 1 1.9 2.0 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
 
（付録） 
（王 猛）  230 
Ⅲ23 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 4 7.7 8.2 8.2 
3 8 15.4 16.3 24.5 
4 18 34.6 36.7 61.2 
5 16 30.8 32.7 93.9 
6 3 5.8 6.1 100.0 





3 5.8   
合計 52 100.0   
 
Ⅲ242 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 9 17.3 19.1 19.1 
3 13 25.0 27.7 46.8 
4 14 26.9 29.8 76.6 
5 9 17.3 19.1 95.7 
6 2 3.8 4.3 100.0 





5 9.6   




 度数 % 有効% 累積% 
有
効 
3 3 5.8 5.8 5.8 
4 21 40.4 40.4 46.2 
5 27 51.9 51.9 98.1 
6 1 1.9 1.9 100.0 
合
計 




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 7 13.5 14.9 14.9 
3 11 21.2 23.4 38.3 
4 18 34.6 38.3 76.6 
5 9 17.3 19.1 95.7 
6 2 3.8 4.3 100.0 





5 9.6   
合計 52 100.0   
 
Ⅲ25 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 2.0 2.0 
2 5 9.6 10.2 12.2 
3 5 9.6 10.2 22.4 
4 13 25.0 26.5 49.0 
5 20 38.5 40.8 89.8 
6 5 9.6 10.2 100.0 





3 5.8   
合計 52 100.0   
 
Ⅲ27 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
3 2 3.8 3.9 3.9 
4 22 42.3 43.1 47.1 
5 25 48.1 49.0 96.1 
6 2 3.8 3.9 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
（付録） 











1 2 3.8 4.2 4.2 
2 5 9.6 10.4 14.6 
3 4 7.7 8.3 22.9 
4 14 26.9 29.2 52.1 
5 11 21.2 22.9 75.0 
6 12 23.1 25.0 100.0 





4 7.7   




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 1 1.9 2.0 2.0 
3 15 28.8 30.6 32.7 
4 17 32.7 34.7 67.3 
5 10 19.2 20.4 87.8 
6 6 11.5 12.2 100.0 





3 5.8   






































2 7 13.5 14.3 14.3 
3 13 25.0 26.5 40.8 
4 17 32.7 34.7 75.5 
5 11 21.2 22.4 98.0 
6 1 1.9 2.0 100.0 





3 5.8   
合計 52 100.0   
（付録） 
（王 猛）  232 
Ⅳ1 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 2.0 2.0 
2 1 1.9 2.0 3.9 
3 2 3.8 3.9 7.8 
4 10 19.2 19.6 27.5 
5 21 40.4 41.2 68.6 
6 16 30.8 31.4 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
 
Ⅳ31 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 3 5.8 6.8 6.8 
2 2 3.8 4.5 11.4 
3 3 5.8 6.8 18.2 
4 9 17.3 20.5 38.6 
5 17 32.7 38.6 77.3 
6 10 19.2 22.7 100.0 





8 15.4   












 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 4.2 4.2 
2 7 13.5 14.6 18.8 
3 5 9.6 10.4 29.2 
4 16 30.8 33.3 62.5 
5 12 23.1 25.0 87.5 
6 6 11.5 12.5 100.0 





4 7.7   
合計 52 100.0   
 
Ⅳ32 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 3 5.8 6.8 6.8 
3 4 7.7 9.1 15.9 
4 11 21.2 25.0 40.9 
5 16 30.8 36.4 77.3 
6 10 19.2 22.7 100.0 





8 15.4   













（王 猛）  233 
 
Ⅳ33 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 4.5 4.5 
2 1 1.9 2.3 6.8 
3 5 9.6 11.4 18.2 
4 11 21.2 25.0 43.2 
5 15 28.8 34.1 77.3 
6 10 19.2 22.7 100.0 





8 15.4   
合計 52 100.0   
 
Ⅳ41 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 4.3 4.3 
2 6 11.5 13.0 17.4 
3 8 15.4 17.4 34.8 
4 12 23.1 26.1 60.9 
5 14 26.9 30.4 91.3 
6 4 7.7 8.7 100.0 





6 11.5   












 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 4 7.7 9.1 9.1 
2 6 11.5 13.6 22.7 
3 13 25.0 29.5 52.3 
4 9 17.3 20.5 72.7 
5 9 17.3 20.5 93.2 
6 3 5.8 6.8 100.0 





8 15.4   
合計 52 100.0   
 
Ⅳ42 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 4.3 4.3 
2 5 9.6 10.9 15.2 
3 10 19.2 21.7 37.0 
4 14 26.9 30.4 67.4 
5 11 21.2 23.9 91.3 
6 4 7.7 8.7 100.0 





6 11.5   













（王 猛）  234 
Ⅳ5 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 7 13.5 14.9 14.9 
2 1 1.9 2.1 17.0 
3 7 13.5 14.9 31.9 
4 11 21.2 23.4 55.3 
5 12 23.1 25.5 80.9 
6 9 17.3 19.1 100.0 





5 9.6   
合計 52 100.0   
 
Ⅳ7 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 5 9.6 10.0 10.0 
3 14 26.9 28.0 38.0 
4 19 36.5 38.0 76.0 
5 9 17.3 18.0 94.0 
6 3 5.8 6.0 100.0 





2 3.8   















 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 4 7.7 8.0 8.0 
2 3 5.8 6.0 14.0 
3 7 13.5 14.0 28.0 
4 19 36.5 38.0 66.0 
5 14 26.9 28.0 94.0 
6 3 5.8 6.0 100.0 





2 3.8   
合計 52 100.0   
 
Ⅳ8 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 1 1.9 2.0 2.0 
3 3 5.8 6.0 8.0 
4 17 32.7 34.0 42.0 
5 23 44.2 46.0 88.0 
6 6 11.5 12.0 100.0 





2 3.8   
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Ⅳ9 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 6 11.5 12.0 12.0 
3 14 26.9 28.0 40.0 
4 15 28.8 30.0 70.0 
5 14 26.9 28.0 98.0 
6 1 1.9 2.0 100.0 





2 3.8   




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 1 1.9 2.0 2.0 
3 4 7.7 7.8 9.8 
4 19 36.5 37.3 47.1 
5 24 46.2 47.1 94.1 
6 3 5.8 5.9 100.0 





1 1.9   















 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 3.9 3.9 
2 5 9.6 9.8 13.7 
3 12 23.1 23.5 37.3 
4 19 36.5 37.3 74.5 
5 10 19.2 19.6 94.1 
6 3 5.8 5.9 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
 
Ⅳ12 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 2 3.8 3.9 3.9 
3 4 7.7 7.8 11.8 
4 14 26.9 27.5 39.2 
5 25 48.1 49.0 88.2 
6 6 11.5 11.8 100.0 





1 1.9   
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Ⅳ13 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 4 7.7 8.0 8.0 
2 14 26.9 28.0 36.0 
3 9 17.3 18.0 54.0 
4 12 23.1 24.0 78.0 
5 9 17.3 18.0 96.0 
6 2 3.8 4.0 100.0 





2 3.8   
合計 52 100.0   
 
Ⅳ15 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 2.0 2.0 
2 6 11.5 12.0 14.0 
3 10 19.2 20.0 34.0 
4 15 28.8 30.0 64.0 
5 14 26.9 28.0 92.0 
6 4 7.7 8.0 100.0 





2 3.8   














 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 5 9.6 10.0 10.0 
3 4 7.7 8.0 18.0 
4 6 11.5 12.0 30.0 
5 21 40.4 42.0 72.0 
6 14 26.9 28.0 100.0 





2 3.8   




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 2.0 2.0 
2 7 13.5 14.0 16.0 
3 11 21.2 22.0 38.0 
4 17 32.7 34.0 72.0 
5 14 26.9 28.0 100.0 





2 3.8   
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Ⅳ17 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 2.0 2.0 
2 8 15.4 16.0 18.0 
3 8 15.4 16.0 34.0 
4 17 32.7 34.0 68.0 
5 14 26.9 28.0 96.0 
6 2 3.8 4.0 100.0 





2 3.8   
合計 52 100.0   
 
Ⅳ191 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 3 5.8 5.9 5.9 
3 18 34.6 35.3 41.2 
4 17 32.7 33.3 74.5 
5 9 17.3 17.6 92.2 
6 4 7.7 7.8 100.0 





1 1.9   















 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 4 7.7 8.0 8.0 
3 27 51.9 54.0 62.0 
4 10 19.2 20.0 82.0 
5 4 7.7 8.0 90.0 
6 5 9.6 10.0 100.0 





2 3.8   




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
3 7 13.5 13.7 13.7 
4 19 36.5 37.3 51.0 
5 24 46.2 47.1 98.0 
6 1 1.9 2.0 100.0 





1 1.9   
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Ⅴ11 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 11 21.2 22.9 22.9 
2 15 28.8 31.3 54.2 
3 6 11.5 12.5 66.7 
4 9 17.3 18.8 85.4 
5 3 5.8 6.3 91.7 
6 4 7.7 8.3 100.0 





4 7.7   
合計 52 100.0   
 
Ⅴ21 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 4.2 4.2 
2 9 17.3 18.8 22.9 
3 11 21.2 22.9 45.8 
4 8 15.4 16.7 62.5 
5 9 17.3 18.8 81.3 
6 9 17.3 18.8 100.0 





4 7.7   














 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 3 5.8 6.1 6.1 
2 10 19.2 20.4 26.5 
3 14 26.9 28.6 55.1 
4 15 28.8 30.6 85.7 
5 7 13.5 14.3 100.0 





3 5.8   
合計 52 100.0   
 
Ⅴ22 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 6 11.5 12.8 12.8 
3 10 19.2 21.3 34.0 
4 17 32.7 36.2 70.2 
5 12 23.1 25.5 95.7 
6 2 3.8 4.3 100.0 





5 9.6   
合計 52 100.0   
 
Ⅴ3 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 7 13.5 14.0 14.0 
2 18 34.6 36.0 50.0 
3 11 21.2 22.0 72.0 
4 10 19.2 20.0 92.0 
5 3 5.8 6.0 98.0 
6 1 1.9 2.0 100.0 





2 3.8   
合計 52 100.0   
（付録） 
（王 猛）  239 
 
Ⅴ4 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 26 50.0 54.2 54.2 
2 16 30.8 33.3 87.5 
3 6 11.5 12.5 100.0 





4 7.7   





 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 12 23.1 24.5 24.5 
2 15 28.8 30.6 55.1 
3 14 26.9 28.6 83.7 
4 4 7.7 8.2 91.8 
5 4 7.7 8.2 100.0 





3 5.8   
合計 52 100.0   
 
Ⅴ71 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 7 13.5 15.6 15.6 
2 9 17.3 20.0 35.6 
3 16 30.8 35.6 71.1 
4 10 19.2 22.2 93.3 
6 3 5.8 6.7 100.0 





7 13.5   
合計 52 100.0   
 
Ⅴ51 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 5 9.6 10.0 10.0 
2 13 25.0 26.0 36.0 
3 11 21.2 22.0 58.0 
4 8 15.4 16.0 74.0 
5 11 21.2 22.0 96.0 
6 2 3.8 4.0 100.0 





2 3.8   
合計 52 100.0   
Ⅴ6 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 32 61.5 65.3 65.3 
2 10 19.2 20.4 85.7 
3 4 7.7 8.2 93.9 
4 2 3.8 4.1 98.0 
5 1 1.9 2.0 100.0 





3 5.8   
合計 52 100.0   
 
Ⅴ72 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 4.5 4.5 
2 8 15.4 18.2 22.7 
3 14 26.9 31.8 54.5 
4 15 28.8 34.1 88.6 
5 5 9.6 11.4 100.0 





8 15.4   
合計 52 100.0   
（付録） 
（王 猛）  240 
Ⅴ81 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 3 5.8 6.5 6.5 
2 18 34.6 39.1 45.7 
3 12 23.1 26.1 71.7 
4 10 19.2 21.7 93.5 
5 1 1.9 2.2 95.7 
6 2 3.8 4.3 100.0 





6 11.5   
合計 52 100.0   
 
Ⅴ91 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 14 26.9 31.8 31.8 
2 12 23.1 27.3 59.1 
3 10 19.2 22.7 81.8 
4 7 13.5 15.9 97.7 
5 1 1.9 2.3 100.0 





8 15.4   
合計 52 100.0   
 
Ⅴ101 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 18 34.6 39.1 39.1 
2 19 36.5 41.3 80.4 
3 5 9.6 10.9 91.3 
4 3 5.8 6.5 97.8 
5 1 1.9 2.2 100.0 





6 11.5   
合計 52 100.0   
 
Ⅴ82 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 2.3 2.3 
2 5 9.6 11.4 13.6 
3 21 40.4 47.7 61.4 
4 11 21.2 25.0 86.4 
5 6 11.5 13.6 100.0 





8 15.4   
合計 52 100.0   
 
Ⅴ92 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 3 5.8 7.3 7.3 
2 8 15.4 19.5 26.8 
3 13 25.0 31.7 58.5 
4 13 25.0 31.7 90.2 
5 4 7.7 9.8 100.0 





11 21.2   
合計 52 100.0   
 
Ⅴ102 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 17 32.7 37.8 37.8 
2 18 34.6 40.0 77.8 
3 6 11.5 13.3 91.1 
4 3 5.8 6.7 97.8 
5 1 1.9 2.2 100.0 





7 13.5   
合計 52 100.0   
（付録） 
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Ⅴ111 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 23 44.2 60.5 60.5 
2 8 15.4 21.1 81.6 
3 3 5.8 7.9 89.5 
4 1 1.9 2.6 92.1 
5 3 5.8 7.9 100.0 





14 26.9   




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 28 53.8 70.0 70.0 
2 8 15.4 20.0 90.0 
3 3 5.8 7.5 97.5 
4 1 1.9 2.5 100.0 





12 23.1   















 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 28 53.8 75.7 75.7 
2 5 9.6 13.5 89.2 
3 3 5.8 8.1 97.3 
4 1 1.9 2.7 100.0 





15 28.8   




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 4.2 4.2 
2 3 5.8 6.3 10.4 
3 9 17.3 18.8 29.2 
4 15 28.8 31.3 60.4 
5 13 25.0 27.1 87.5 
6 6 11.5 12.5 100.0 





4 7.7   















 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 2 3.8 3.8 3.8 
3 10 19.2 19.2 23.1 
4 24 46.2 46.2 69.2 
5 14 26.9 26.9 96.2 
6 2 3.8 3.8 100.0 
合計 52 100.0 100.0  
 
Ⅵ3 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 3 5.8 5.9 5.9 
3 10 19.2 19.6 25.5 
4 15 28.8 29.4 54.9 
5 19 36.5 37.3 92.2 
6 4 7.7 7.8 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
 
Ⅵ5 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 6 11.5 11.5 11.5 
3 9 17.3 17.3 28.8 
4 21 40.4 40.4 69.2 
5 13 25.0 25.0 94.2 
6 3 5.8 5.8 100.0 









 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 1 1.9 1.9 1.9 
3 7 13.5 13.5 15.4 
4 24 46.2 46.2 61.5 
5 19 36.5 36.5 98.1 
6 1 1.9 1.9 100.0 
合計 52 100.0 100.0  
 
Ⅵ4 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 2 3.8 3.9 3.9 
3 13 25.0 25.5 29.4 
4 27 51.9 52.9 82.4 
5 8 15.4 15.7 98.0 
6 1 1.9 2.0 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
 
Ⅵ6 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 10 19.2 20.8 20.8 
2 19 36.5 39.6 60.4 
3 12 23.1 25.0 85.4 
4 3 5.8 6.3 91.7 
5 4 7.7 8.3 100.0 





4 7.7   








 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 4 7.7 7.8 7.8 
3 10 19.2 19.6 27.5 
4 12 23.1 23.5 51.0 
5 20 38.5 39.2 90.2 
6 5 9.6 9.8 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
 
Ⅵ9 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 5 9.6 9.8 9.8 
3 23 44.2 45.1 54.9 
4 19 36.5 37.3 92.2 
5 4 7.7 7.8 100.0 





1 1.9   

















 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 4 7.7 8.2 8.2 
3 15 28.8 30.6 38.8 
4 14 26.9 28.6 67.3 
5 14 26.9 28.6 95.9 
6 2 3.8 4.1 100.0 





3 5.8   
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Ⅶ1 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 3.9 3.9 
2 3 5.8 5.9 9.8 
3 12 23.1 23.5 33.3 
4 5 9.6 9.8 43.1 
5 5 9.6 9.8 52.9 
6 24 46.2 47.1 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
 
Ⅶ3 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 8 15.4 15.4 15.4 
2 11 21.2 21.2 36.5 
3 12 23.1 23.1 59.6 
4 12 23.1 23.1 82.7 
5 8 15.4 15.4 98.1 
6 1 1.9 1.9 100.0 
合計 52 100.0 100.0  
 
Ⅶ42 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 3.8 3.8 
2 1 1.9 1.9 5.8 
3 8 15.4 15.4 21.2 
4 14 26.9 26.9 48.1 
5 20 38.5 38.5 86.5 
6 7 13.5 13.5 100.0 





 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 13 25.0 25.5 25.5 
2 13 25.0 25.5 51.0 
3 6 11.5 11.8 62.7 
4 9 17.3 17.6 80.4 
5 9 17.3 17.6 98.0 
6 1 1.9 2.0 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
 
Ⅶ41 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 3 5.8 5.8 5.8 
3 6 11.5 11.5 17.3 
4 13 25.0 25.0 42.3 
5 23 44.2 44.2 86.5 
6 7 13.5 13.5 100.0 




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 1.9 1.9 
2 1 1.9 1.9 3.8 
3 9 17.3 17.3 21.2 
4 15 28.8 28.8 50.0 
5 19 36.5 36.5 86.5 
6 7 13.5 13.5 100.0 
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Ⅶ52 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 1.9 1.9 
2 2 3.8 3.8 5.8 
3 9 17.3 17.3 23.1 
4 19 36.5 36.5 59.6 
5 16 30.8 30.8 90.4 
6 5 9.6 9.6 100.0 
合計 52 100.0 100.0  
 
Ⅶ62 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 2 3.8 3.8 3.8 
3 7 13.5 13.5 17.3 
4 16 30.8 30.8 48.1 
5 21 40.4 40.4 88.5 
6 6 11.5 11.5 100.0 




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 3.9 3.9 
2 26 50.0 51.0 54.9 
3 13 25.0 25.5 80.4 
4 3 5.8 5.9 86.3 
5 6 11.5 11.8 98.0 
6 1 1.9 2.0 100.0 





1 1.9   






 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 1 1.9 1.9 1.9 
3 5 9.6 9.6 11.5 
4 7 13.5 13.5 25.0 
5 29 55.8 55.8 80.8 
6 10 19.2 19.2 100.0 




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 1 1.9 1.9 1.9 
3 15 28.8 28.8 30.8 
4 13 25.0 25.0 55.8 
5 17 32.7 32.7 88.5 
6 6 11.5 11.5 100.0 




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 3.8 3.8 
2 29 55.8 55.8 59.6 
3 14 26.9 26.9 86.5 
4 2 3.8 3.8 90.4 
5 4 7.7 7.7 98.1 
6 1 1.9 1.9 100.0 
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Ⅶ73 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 4 7.7 7.8 7.8 
2 32 61.5 62.7 70.6 
3 10 19.2 19.6 90.2 
4 2 3.8 3.9 94.1 
5 3 5.8 5.9 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
 
Ⅶ9 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 1.9 1.9 
3 5 9.6 9.6 11.5 
4 13 25.0 25.0 36.5 
5 26 50.0 50.0 86.5 
6 7 13.5 13.5 100.0 





 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 3 5.8 6.4 6.4 
2 2 3.8 4.3 10.6 
3 5 9.6 10.6 21.3 
4 13 25.0 27.7 48.9 
5 9 17.3 19.1 68.1 
6 15 28.8 31.9 100.0 





5 9.6   
合計 52 100.0   
 
Ⅶ8 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
3 4 7.7 7.7 7.7 
4 8 15.4 15.4 23.1 
5 35 67.3 67.3 90.4 
6 5 9.6 9.6 100.0 





 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 15 28.8 34.1 34.1 
2 2 3.8 4.5 38.6 
3 4 7.7 9.1 47.7 
4 3 5.8 6.8 54.5 
5 9 17.3 20.5 75.0 
6 11 21.2 25.0 100.0 





8 15.4   




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 22 42.3 50.0 50.0 
2 10 19.2 22.7 72.7 
3 2 3.8 4.5 77.3 
5 6 11.5 13.6 90.9 
6 4 7.7 9.1 100.0 





8 15.4   
合計 52 100.0   
 
（付録） 
（王 猛）  247 
 
Ⅶ122 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 22 42.3 66.7 66.7 
2 5 9.6 15.2 81.8 
3 2 3.8 6.1 87.9 
5 3 5.8 9.1 97.0 
6 1 1.9 3.0 100.0 





19 36.5   




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 24 46.2 58.5 58.5 
2 7 13.5 17.1 75.6 
3 4 7.7 9.8 85.4 
4 6 11.5 14.6 100.0 





11 21.2   














 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 17 32.7 37.0 37.0 
2 3 5.8 6.5 43.5 
3 6 11.5 13.0 56.5 
4 9 17.3 19.6 76.1 
5 4 7.7 8.7 84.8 
6 7 13.5 15.2 100.0 





6 11.5   
合計 52 100.0   
 
Ⅶ15 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 7 13.5 18.4 18.4 
2 5 9.6 13.2 31.6 
3 10 19.2 26.3 57.9 
4 3 5.8 7.9 65.8 
5 6 11.5 15.8 81.6 
6 7 13.5 18.4 100.0 





14 26.9   











（王 猛）  248 
Ⅷ1 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 8 15.4 15.7 15.7 
2 10 19.2 19.6 35.3 
3 12 23.1 23.5 58.8 
4 16 30.8 31.4 90.2 
5 4 7.7 7.8 98.0 
6 1 1.9 2.0 100.0 





1 1.9   
合計 52 100.0   
 
Ⅷ31 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 4.1 4.1 
2 7 13.5 14.3 18.4 
3 8 15.4 16.3 34.7 
4 18 34.6 36.7 71.4 
5 12 23.1 24.5 95.9 
6 2 3.8 4.1 100.0 





3 5.8   













 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 4 7.7 8.0 8.0 
2 10 19.2 20.0 28.0 
3 10 19.2 20.0 48.0 
4 20 38.5 40.0 88.0 
5 5 9.6 10.0 98.0 
6 1 1.9 2.0 100.0 





2 3.8   
合計 52 100.0   
 
Ⅷ32 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 4.0 4.0 
2 4 7.7 8.0 12.0 
3 12 23.1 24.0 36.0 
4 19 36.5 38.0 74.0 
5 10 19.2 20.0 94.0 
6 3 5.8 6.0 100.0 





2 3.8   












（王 猛）  249 
 
Ⅷ41 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 5 9.6 10.9 10.9 
2 3 5.8 6.5 17.4 
3 9 17.3 19.6 37.0 
4 21 40.4 45.7 82.6 
5 8 15.4 17.4 100.0 





6 11.5   
合計 52 100.0   
 
Ⅷ5 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 7 13.5 15.2 15.2 
2 13 25.0 28.3 43.5 
3 10 19.2 21.7 65.2 
4 10 19.2 21.7 87.0 
5 5 9.6 10.9 97.8 
6 1 1.9 2.2 100.0 





6 11.5   













 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 4.3 4.3 
2 7 13.5 15.2 19.6 
3 8 15.4 17.4 37.0 
4 20 38.5 43.5 80.4 
5 9 17.3 19.6 100.0 





6 11.5   
合計 52 100.0   
 
Ⅷ6 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 9 17.3 20.9 20.9 
2 10 19.2 23.3 44.2 
3 5 9.6 11.6 55.8 
4 8 15.4 18.6 74.4 
5 6 11.5 14.0 88.4 
6 5 9.6 11.6 100.0 





9 17.3   












（王 猛）  250 
Ⅸ11 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 3 5.8 7.1 7.1 
3 8 15.4 19.0 26.2 
4 20 38.5 47.6 73.8 
5 9 17.3 21.4 95.2 
6 2 3.8 4.8 100.0 





10 19.2   
合計 52 100.0   
 
Ⅸ13 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 5 9.6 11.6 11.6 
3 12 23.1 27.9 39.5 
4 16 30.8 37.2 76.7 
5 9 17.3 20.9 97.7 
6 1 1.9 2.3 100.0 





9 17.3   




 度数 % 有効% 累積% 
有効 
3 3 5.8 7.7 7.7 
4 28 53.8 71.8 79.5 
5 7 13.5 17.9 97.4 
6 1 1.9 2.6 100.0 





13 25.0   
合計 52 100.0   
 
Ⅸ12 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 4 7.7 10.5 10.5 
2 5 9.6 13.2 23.7 
3 7 13.5 18.4 42.1 
4 19 36.5 50.0 92.1 
5 3 5.8 7.9 100.0 





14 26.9   
合計 52 100.0   
 
Ⅸ14 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 2.3 2.3 
2 10 19.2 22.7 25.0 
3 7 13.5 15.9 40.9 
4 14 26.9 31.8 72.7 
5 9 17.3 20.5 93.2 
6 3 5.8 6.8 100.0 





8 15.4   
合計 52 100.0   
 
Ⅸ21 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 3.0 3.0 
2 5 9.6 15.2 18.2 
3 10 19.2 30.3 48.5 
4 15 28.8 45.5 93.9 
5 2 3.8 6.1 100.0 





19 36.5   
合計 52 100.0   
（付録） 
（王 猛）  251 
 
Ⅸ22 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 5.6 5.6 
2 4 7.7 11.1 16.7 
3 13 25.0 36.1 52.8 
4 16 30.8 44.4 97.2 
5 1 1.9 2.8 100.0 





16 30.8   
合計 52 100.0   
 
Ⅸ24 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 1 1.9 3.1 3.1 
2 3 5.8 9.4 12.5 
3 10 19.2 31.3 43.8 
4 15 28.8 46.9 90.6 
5 3 5.8 9.4 100.0 





20 38.5   















 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 2 3.8 5.4 5.4 
2 7 13.5 18.9 24.3 
3 10 19.2 27.0 51.4 
4 16 30.8 43.2 94.6 
5 2 3.8 5.4 100.0 





15 28.8   
合計 52 100.0   
 
Ⅸ31 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 23 44.2 50.0 50.0 
2 11 21.2 23.9 73.9 
3 2 3.8 4.3 78.3 
4 3 5.8 6.5 84.8 
5 3 5.8 6.5 91.3 
6 4 7.7 8.7 100.0 





6 11.5   












（王 猛）  252 
 
Ⅸ32 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
1 12 23.1 26.1 26.1 
2 9 17.3 19.6 45.7 
3 4 7.7 8.7 54.3 
4 4 7.7 8.7 63.0 
5 3 5.8 6.5 69.6 
6 14 26.9 30.4 100.0 





6 11.5   





 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 3 5.8 7.9 7.9 
3 9 17.3 23.7 31.6 
4 20 38.5 52.6 84.2 
5 5 9.6 13.2 97.4 
6 1 1.9 2.6 100.0 





14 26.9   
合計 52 100.0   
 
Ⅸ41 
 度数 % 有効% 累積% 
有効 
2 2 3.8 4.5 4.5 
3 7 13.5 15.9 20.5 
4 27 51.9 61.4 81.8 
5 6 11.5 13.6 95.5 
6 2 3.8 4.5 100.0 





8 15.4   
合計 52 100.0   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
